
堀
尾
吉
晴
・
忠
氏
父
子
に
関
す
る
基
礎
的
老
察

は
じ
め
に

松
江
城
を
築
城
し
、
近
世
城
下
町
松
江
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
堀
尾
氏
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
研
究
の
画
期
が
見
ら
れ
た
。

最
初
の
画
期
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
研
究
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
太
閤
記
』
に
代
表
さ

(
1
)

れ
る
軍
記
物
と
し
て
の
堀
尾
吉
晴
伝
が
成
立
し
た
。
次
に
、
幕
府
が
、
『
寛
永
童
尓
系
図

伝
』
、
『
寛
政
重
修
董
永
譜
』
へ
の
麺
椴
貝
料
と
し
て
、
業
に
需
を
提
出
さ
せ
た
。
こ

(
2
)

れ
を
契
機
と
し
て
、
堀
尾
氏
家
譜
が
煽
1
れ
た
。
さ
ら
に
松
江
藩
松
平
氏
の
藩
士
が
、

(
3
)

出
雲
国
内
の
歴
史
・
認
と
し
て
記
し
た
郷
士
史
的
な
研
究
が
あ
る
0

二
番
目
の
画
期
は
、
明
治
維
新
後
近
代
歴
史
学
の
導
入
に
ょ
ー
ー
れ
、
大
正
S

(
1
)

昭
和
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
自
治
体
史
に
、
堀
尾
氏
や
松
江
城
に
関
わ
る
研
究
が
見
ら

れ
る
。三
番
月
の
画
期
は
、
一
弟
二
次
世
界
大
戦
後
、
特
に
一
九
六
0
年
代
の
『
新
修
島
根
県
史
』

(
5
)

に
代
表
さ
れ
る
戦
後
の
自
治
体
史
の
狸
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
相
次
い
で
、
堀
尾
吉
晴

(
6
)

(
7
)

個
人
の
伝
記
と
松
江
城
関
係
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
、
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
い
ま
だ
に

堀
尾
吉
晴
の
人
物
像
と
堀
尾
氏
に
つ
い
て
、
『
太
閤
記
』
の
旦
瓢
を
脱
し
え
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
、
江
戸
幕
府
狸
に
ょ
る
『
熊
餘
録
』
、
『
寛
政
重
修
諸
永
譜
』
な
ど

の
需
努
主
要
な
轟
と
し
て
用
い
る
な
ど
、
二
次
史
料
を
中
心
と
し
た
堀
尾
氏
の
研

§
)

究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
島
田
成
矩
氏
の
『
堀
尾
吉
晴
』
は
、

本
格
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
吉
晴
の
伝
記
で
あ
る
。
し
か
し
、
、
江
戸
中
期
か
ら
幕
末
に
か
け

て
加
筆
を
加
え
ら
れ
た
写
本
を
定
本
と
し
、
い
ま
だ
史
料
価
値
の
定
ま
ら
な
い
『
武
功
夜

(
・
)

話
』
を
利
用
し
て
い
る
点
で
致
命
的
な
問
題
が
あ
る
。

近
年
の
研
究
動
向
は
、
「
初
代
松
江
藩
主
は
誰
か
」
と
す
る
、
問
題
関
心
か
ら
、
佐
々

(
W
)

木
倫
朗
氏
が
『
堀
尾
吉
晴
と
忠
氏
 
1
松
江
開
府
を
成
し
と
げ
た
葬
た
ち
1
』
を
発
表

さ
れ
た
。
松
江
城
と
城
下
町
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
松
尾
寿
氏
の
『
城
下
町
松
江
の
誕
生

f
)

と
町
の
し
く
み
 
1
近
世
大
名
堀
尾
氏
の
描
い
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
ー
』
や
、
松
江
城
築
城

に
つ
い
て
も
、
山
根
正
明
氏
が
『
堀
尾
吉
晴
1
松
江
城
へ
の
道
 
1
浜
松
富
田
、
松
江
、

(
U
)

L
'
ハ

L

城
需
の
軌
跡
1
』
を
発
表
さ
れ
た
。

堀
尾
氏
研
究
が
遅
れ
た
理
由
は
、
次
の
三
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
改
易
に
ょ
り
大
名

(
3
)

堀
尾
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
散
逸
と
、
松
江
に
残
っ
た
一
族
の
堀
尾
但
馬
家
も
、
火
災

(
U

で
史
業
散
逸
し
た
状
況
に
あ
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
堀
尾
氏
藩
政
時
代
の
藩
政
史

料
の
散
逸
で
あ
る
。
第
三
に
、
堀
尾
家
臣
団
は
、
全
国
に
離
散
し
、
各
家
の
相
伝
文
書

武
)

の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
家
臣
団
、
籍
形
態
に
つ
い
て

未
解
明
な
部
分
が
多
く
あ
る
。

こ
の
度
、
焦
で
き
た
最
古
の
吉
晴
発
給
文
書
で
あ
る
天
正
十
年
(
一
五
八
己
か
ら
、

福
井

介
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忠
晴
死
後
の
寛
永
十
一
年
(
一
六
三
四
ま
で
に
至
る
史
料
目
録
を
作
成
し
た
。
以
下
(
北

番
号
)
は
、
研
究
ノ
ー
ト
「
堀
尾
氏
関
係
史
料
目
録
」
の
史
料
番
号
に
対
応
す
る
。
こ
の
「
堀

尾
氏
関
係
史
料
目
録
」
に
も
と
づ
い
て
、
本
稿
で
は
、
吉
晴
・
忠
氏
の
基
礎
的
な
事
項
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
吉
晴
の
実
名
の
変
遷
吉
晴
花
押
の
変
遷
吉

晴
の
所
領
の
変
遷
忠
氏
の
知
行
宛
行
、
寺
P
頁
の
寄
進
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
し
で
、

松
江
藩
初
代
藩
王
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。

第
豆
早

第
一
節
吉
晴
実
名
の
変
遷
 
1
 
「
吉
晴
」
そ
れ
と
も
「
可
晴
」

堀
尾
吉
晴
の
実
名
に
つ
い
て
、
江
戸
幕
府
狸
の
需
傑
録
』
、
『
寛
政
重
修
諸
永
譜
』

の
表
記
は
、
「
吉
晴
」
な
ど
の
需
を
記
し
、
本
文
で
は
「
可
晴
」
で
統
一
し
て
い
る
。

島
田
成
矩
氏
の
『
堀
尾
吉
晴
』
は
、
吉
暗
の
他
に
「
吉
直
」
「
可
晴
」
な
ど
の
事
例
を
挙
げ
、

秀
吉
死
後
豊
臣
氏
の
こ
と
が
憧
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
「
可
晴
」
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

管
見
で
は
天
正
十
年
(
一
五
八
己
三
月
以
前
の
吉
晴
の
発
給
・
受
給
文
書
は
見

介
)

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
吉
晴
の
天
正
十
年
三
月
十
日
付
書
状
(
山
1
。
以
下

山
番
号
は
、
研
究
ノ
ー
ト
「
堀
尾
氏
関
係
史
料
目
録
」
の
史
料
番
号
に
対
応
す
る
)
で

は
、
「
士
旦
疋
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ハ
ケ
月
ほ
ど
過
ぎ
た
天
正
十
年
十
一
月
の

(
玲
)

柏
原
八
幡
宮
宛
寄
進
状
(
山
3
・
 
4
)
か
ら
「
吉
直
」
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
秀
吉

の
備
中
攻
め
、
本
能
寺
の
亦
久
・
山
崎
の
戦
い
か
ら
丹
波
国
氷
上
郡
に
所
領
を
得
る
ま
で
の

間
に
「
士
艮
疋
」
か
ら
「
吉
直
」
へ
改
名
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
吉
晴
」
の
初
見
は
、
天
正

西
)

十
七
年
八
月
十
七
日
付
豊
臣
秀
次
下
知
状
(
地
四
で
あ
る
。
「
可
暗
」
の
使
用
は
、
慶
長

四
年
(
一
五
九
九
)
十
月
に
越
前
府
中
を
与
え
ら
れ
た
池
後
'
長
四
年
十
一
月
二
十
二

堀
尾
吉
晴
の
実
名
・
花
押
・
所
領

(
W
)

日
付
の
判
物
論
塑
か
ら
確
雫
き
た
。
こ
の
た
め
『
今
立
町
誌
』
で
は
越
前
府

中
移
封
後
「
吉
晴
」
か
ら
「
可
晴
」
へ
改
名
し
た
と
す
る
。
そ
の
後
も
慶
長
五
年
四
月

碕
、
)

露
)

付
寄
進
状
命
彰
で
「
可
晴
」
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
同
月
の
堀
尾
吉
晴
定
書

(
2
)

命
劇
)
で
は
、
「
吉
晴
」
を
使
用
す
る
。
同
年
の
八
月
八
日
付
の
田
中
吉
次
宛
の
書
状
(
面

撃
で
も
「
吉
晴
」
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
く
慶
長
六
年
以
降
の
発
給
文
書
で
は
、
「
可

暗
」
を
使
用
せ
ず
「
吉
晴
」
に
統
一
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
吉
晴
の
実
名
は
、
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)
三
月
に
「
吉
定
」
、
同
年
十

月
に
「
吉
直
」
と
改
名
し
、
天
正
十
七
年
の
文
書
で
初
め
て
「
吉
晴
」
と
署
名
し
た
も
の

が
見
ら
れ
、
浜
松
時
代
の
文
禄
二
年
(
一
五
九
己
に
発
給
し
た
禁
制
で
も
「
吉
晴
」
を

用
い
た
。
『
繊
餘
録
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
可
晴
」
と
署
名
し
た
文
書
は
、
慶
長
四

年
(
一
五
九
九
)
か
ら
翌
五
年
の
前
半
に
集
中
す
る
。

し
か
し
、
慶
長
五
年
の
後
半
か
ら
再
び
、
「
吉
晴
」
を
用
い
始
め
、
晩
年
に
至
る
ま
で
「
吉

晴
」
を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
晴
の
実
名
は
、
吉
定
↓
吉
直
↓
吉
晴
↓
可
晴
↓
可
晴

吉
堕
用
↓
吉
晴
と
改
名
し
た
事
が
分
か
る
。

本
稿
で
は
、
「
吉
晴
」
に
つ
い
て
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
「
吉
晴
」
で
表
記
を
統
一
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
各
時
期
に
用
い
ら
れ
て
い
た
実
名
で
記
t
こ
と
と
す
る
。

(
別
)

會
)

第
二
節
吉
晴
花
押
の
変
遷

吉
晴
の
発
給
文
書
の
う
ち
、
「
堀
尾
氏
関
係
史
料
目
録
」
か
ら
年
代
の
判
明
す
る
文
書

を
抜
き
出
し
、
こ
の
う
ち
、
写
真
等
で
花
押
の
形
式
が
分
か
っ
た
も
の
と
、
原
本
・
影
写

本
で
花
押
の
形
を
確
認
し
た
文
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
「
吉
晴
」
か
ら
「
可

(
肪
)

晴
」
へ
の
改
名
時
期
に
関
心
が
も
た
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
吉
晴
の
花
押
の
変
化
を
併

せ
た
欝
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
吉
晴
の
花
押
を
年
代
別
に
一
覧
と
し
た
「
表
1
」
を

挙
げ
、
こ
の
表
を
も
と
に
艀
す
る
。
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天
正
十
年
十
一
月
S
十
九
年
(
1
型
・
Ⅱ
刑
土
)

天
正
十
年
(
一
五
八
己
十
一
月
の
丹
波
国
の
柏
原
八
幡
宮
(
兵
庫
県
丹
波
也
へ
の

(
6
)

寄
進
状
二
通
論
3
・
4
)
は
、
『
柏
原
八
幡
神
社
伝
来
資
料
目
録
に
写
真
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
写
真
版
で
確
竿
る
と
、
十
一
月
十
二
日
付
と
十
一
打
吉
日
付
の
寄
進
状
は
、

そ
れ
ぞ
れ
花
押
の
形
が
、
明
確
に
異
な
る
。
そ
の
後
、
西
恩
寺
所
蔵
(
福
井
県
大
飯
郡
高

(
2
)

浜
町
)
の
天
正
十
二
年
の
寄
進
状
(
血
7
)
で
は
、
十
一
月
吉
日
と
同
じ
形
の
花
押
が
用

露
)

い
ら
れ
て
お
り
、
天
正
十
七
年
の
清
水
文
室
叉
山
迅
で
も
、
浜
松
移
封
後
、
天
正
十
九
年
、

西
)

九
戸
合
戦
時
に
発
給
し
た
浅
野
長
吉
等
連
署
書
下
論
邑
の
花
押
ま
で
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
十
一
月
十
二
日
付
の
も
の
を
1
型
と
し
、
十
一
月
吉
日
付
の
花
押

を
Ⅱ
型
と
し
た
い
。

1
型
か
ら
Ⅱ
型
へ
と
花
押
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
変
化
の
理
由
は
不
明
で
あ

る
。
Ⅱ
型
は
、
若
狭
高
浜
城
に
初
の
城
主
と
な
っ
た
時
期
と
、
佐
和
山
城
主
か
ら
小
田
原

合
戦
を
経
て
、
約
一
年
過
ぎ
た
時
期
ま
で
使
用
し
て
い
る
。

2
 
文
禄
年
間
S
慶
長
五
年
前
半
(
Ⅲ
型
・
黒
印
)

次
に
、
文
禄
二
・
一
一
匡
(
一
五
九
一
÷
九
四
頃
と
推
定
さ
れ
る
九
月
二
十
一
日
付
前
田

(
肋
)

玄
以
等
連
署
書
状
(
山
別
)
で
は
、
ー
・
Ⅱ
型
の
花
押
か
ら
形
を
変
え
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
花
押
は
、
ー
・
Ⅱ
期
に
比
べ
全
体
を
押
潰
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
や
や
崩
れ
て
い
る

(
3
)

文
禄
三
年
八
月
の
「
伏
見
大
光
明
寺
勧
進
帳
命
邑
や
慶
長
四
年
(
一
五
九
九
)

゛
>
、
力

霧
)

十
一
月
の
越
前
府
中
領
で
発
給
の
文
圭
国
(
山
噺
)
、
慶
長
五
年
四
月
の
越
前
府
中
領
で
の
寄

露
)

進
状
命
彰
ま
で
確
墾
き
る
。
こ
の
文
禄
か
ら
慶
長
五
年
前
半
に
か
け
て
使
用
さ
れ

た
花
押
を
、
Ⅲ
型
と
す
る
。
慶
長
五
年
後
半
に
入
る
と
、
七
月
の
加
賀
井
秀
望
の
水
野
忠

痴
)

(
3
)

重
殺
害
事
件
の
の
ち
、
関
ケ
原
合
戦
中
の
書
状
(
写
し
の
み
伝
わ
る
)
に
は
、
印
判
で

出
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
加
賀
井
璽
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
吉
晴
が
、
負

3
 
慶
長
十
年
S
晩
年
(
Ⅳ
型
)

関
ケ
原
の
戦
い
の
後
吉
晴
は
、
慶
長
十
四
年
(
一
六
0
九
)
三
月
付
の
「
出
雲
大

涌
)

社
棟
札
」
(
M
墜
に
見
え
る
花
押
と
、
慶
長
十
五
年
二
月
四
日
付
の
日
御
碕
神
社
へ
の

⑩

判
物
(
血
劉
)
に
は
、
別
種
の
花
押
を
用
い
る
。
こ
の
花
押
は
、
「
西
笑
和
尚
文
案
」
紙

(
Ⅱ
)

背
文
書
の
七
月
十
二
日
付
書
状
(
北
知
)
と
応
其
寺
蔵
(
和
歌
山
県
橋
本
屯
の
年
未
詳

(
把
)

二
月
八
日
付
書
状
(
山
聯
)
に
も
見
え
る
。

こ
の
花
押
の
使
用
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
『
相
国
寺
蔵
西
笑
和
尚
文
安
杢
の

凡
例
に
ょ
る
と
、
「
た
と
え
ぱ
一
冊
目
の
第
三
紙
の
紙
背
を
一
 
1
三
と
し
」
と
あ
り
、
こ

の
凡
例
に
従
う
と
吉
晴
書
状
は
、
「
西
笑
和
尚
文
案
」
第
九
冊
の
十
八
紙
目
に
用
い
ら
れ

驫
吉
文
書
で
あ
る
。
第
九
冊
は
、
慶
長
十
年
十
二
阿
か
ら
慶
長
十
二
年
二
月
ま
で
の
書

状
案
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
慶
長
十
年
以
前
の
書
状
で
あ
る
。
ま
た
、

傷
し
た
た
め
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

花
押
の
Ⅱ
型
か
ら
Ⅲ
型
へ
の
変
化
に
は
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
十
二
月
の
豊
臣

秀
次
の
関
白
就
任
が
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
秀
吉
が
太
閤
を
名
乗
り
、
豊
臣
政
権
内
に
二

重
権
力
の
構
図
が
現
れ
た
。
こ
の
事
は
、
羽
文
干
年
よ
り
始
ま
っ
た
秀
吉
の
朝
鮮
出
丘
<
(
文

禄
の
役
)
で
、
秀
次
付
の
家
臣
団
は
、
畿
内
の
敬
儒
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
吉
晴
は
、
秀

(
都
)

次
軍
の
一
番
備
と
し
て
三
、
0
八
三
名
が
動
員
予
定
で
あ
っ
た
(
山
四
こ
と
と
、
朝
鮮

渡
海
用
の
安
宅
船
の
建
造
を
吉
晴
等
、
秀
次
付
の
美
濃
・
尾
張
・
三
河
・
一
迷
江
・
駿
河
の

爵
)

諸
大
名
に
関
白
秀
次
を
通
じ
て
、
秀
吉
が
命
じ
た
状
況
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
文
禄
二
年

(
一
五
九
己
に
入
る
と
豊
臣
秀
頼
誕
生
に
ょ
り
、
秀
士
口
・
秀
次
間
の
対
立
が
顕
著
に
な
っ

(
認
)

た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
前
後
の
頃
か
ら
Ⅲ
型
の
花
押
を
使
い
始
め
る
。
文
禄
四
年
に

秀
次
が
失
脚
し
、
二
重
権
力
の
構
図
が
解
消
さ
れ
、
秀
吉
の
死
後
「
可
晴
」
を
名
乗
っ

た
時
期
に
も
Ⅲ
型
の
花
押
を
用
い
て
い
る
。

樹
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書
状
の
内
容
に
「
我
等
事
明
日
下
向
仕
候
」
と
あ
り
、
吉
晴
の
京
都
か
ら
の
出
立
が
、
明

(
3
)

日
と
記
し
て
い
る
。
「
堀
尾
古
記
一
慶
長
十
年
(
一
六
0
返
の
記
事
に
吉
晴
が
、
正
月

二
十
四
貝
富
田
を
出
立
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
京
よ
り
富
田
へ
の
帰
城
が
七
月
二
十
四

日
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
従
っ
て
、
七
月
十
三
日
に
京
を
出
立
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
書

状
の
内
容
と
、
富
田
帰
城
ま
で
の
時
期
が
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
七
月
十
二
日
付
吉

晴
書
状
は
、
慶
長
十
年
の
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
こ
の
花
押
は
慶
長
十
年
ま
で
遡
る

こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
年
未
詳
二
月
八
日
付
木
食
応
其
上
人
宛
の
吉
晴
書
状
に
つ
い
て
老
察
す
る
。
こ

の
書
状
は
、
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
の
吉
晴
卒
伝
の
記
事
に
吉
晴
花
押
と
し
て
載
せ
て

羽
)

(
巧
)

い
る
。
ま
た
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
が
、
『
没
後
四
0
0
年
木
食
応
其
』
特
別
展
図
録

に
写
真
と
翻
刻
を
載
せ
て
い
る
。
写
真
か
ら
花
押
を
確
季
る
七
慶
長
十
五
年
吉
晴
判

物
と
同
タ
イ
プ
の
花
押
で
あ
る
。
図
録
の
鴛
で
は
、
遠
方
に
移
り
魅
趣
に
な
っ
た
こ
と

発
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浜
松
入
城
か
ら
秀
吉
の
死
ま
で
の
期
間
に
出
さ
れ
た
書
状

で
は
な
い
か
と
す
る
。
し
か
し
、
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
ま
で
Ⅱ
型
の
花
押
が
使
用

さ
れ
文
禄
三
年
(
一
五
九
四
か
ら
慶
長
五
年
(
一
六
0
9
 
前
半
に
か
け
て
Ⅲ
型
の

花
押
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
書
状
は
、
少
な
く
と
も
、
慶
長
十
年
か
ら
、

応
其
上
人
が
死
去
す
る
慶
長
十
三
年
ま
で
の
間
の
書
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
中
に
、

「
我
等
事
今
度
御
普
請
に
付
而
ひ
か
し
へ
罷
下
候
」
と
あ
り
、
普
請
の
た
め
東
の
方
へ

向
か
う
と
述
べ
て
い
る
。
と
れ
は
、
慶
長
五
年
以
降
の
慶
長
八
と
同
十
一
年
に
行
わ
れ
た
、

江
戸
城
の
手
伝
普
請
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
慶
長
八
年
の
帯
は
、
忠
氏
に
ょ

玩
)

f
)

り
行
わ
れ
て
お
り
、
吉
晴
に
ょ
り
普
請
の
行
わ
れ
た
慶
長
十
一
年
の
江
戸
城
普
請
の
可

能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
慶
長
十
一
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
花
押
は
、
出
雲
・
隠
岐
へ

の
国
替
以
降
、
吉
晴
最
晩
年
の
花
押
と
な
る
。
こ
の
型
式
の
花
押
を
Ⅳ
型
と
し
た
い
。

吉
晴
の
発
給
文
書
に
見
ら
れ
る
花
押
の
変
遷
を
追
う
と
、
ー
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
の
時
期
に

分
け
ら
れ
、
そ
の
名
乗
り
と
の
相
関
関
係
は
「
表
Ⅱ
」
の
よ
う
に
な
る
。

「
表
Ⅱ
」
通
称
と
花
押
の
相
関
関
係
一
覧

天
正
十
年
十
一
月
十
二
日

天
正
十
年
十
一
月
吉

天
正
十
二
年
=
、
月

天
正
十
七
年
八
月

天
正
十
九
年
九
月

期

文
禄
二
年
九
月
・
三
年
八
月

慶
長
四
年
十
一
月
・
五
年
四
月

慶
長
五
年
八
月

慶
長
十
年
七
月
・
十
五
年
二
月

西

一
五
ハ
ニ

一
五
ハ
ニ

同
表
か
ら
は
天
正
十
年
(
一
五
八
己
十
一
月
十
二
日
付
寄
進
状
で
は
、
「
毛
介
吉
直
」

と
署
右
 
1
型
花
押
で
あ
る
。
十
一
月
吉
日
付
寄
進
状
で
は
、
花
押
を
Ⅱ
型
に
変
え
て
い

る
。
そ
の
後
、
「
帯
刀
」
の
官
途
名
を
用
い
て
か
ら
も
天
正
十
九
年
ま
で
Ⅱ
型
花
押
を
使

用
し
て
い
る
。
吉
晴
等
、
秀
次
付
家
臣
の
畿
内
篇
が
行
わ
れ
た
文
禄
二
年
(
一
五
九
三
)

頃
か
ら
Ⅲ
型
の
花
押
を
用
い
た
。
秀
吉
の
死
後
、
「
可
晴
」
を
名
乗
っ
た
時
期
に
も
Ⅲ
型

花
押
を
使
用
し
た
。
し
か
し
関
ケ
原
の
戦
い
の
直
前
か
ら
、
再
び
「
吉
晴
」
を
名
乗
り
出
t
。

七
月
の
加
賀
井
秀
望
の
事
件
に
ょ
り
負
傷
し
、
こ
の
時
期
に
発
給
し
た
書
状
は
、
黒
印
を

使
用
し
た
も
の
の
み
簾
で
き
、
Ⅲ
型
花
押
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
関
ケ
原
以
降
、
空
白

期
間
を
経
て
、
慶
長
十
年
か
ら
Ⅳ
型
の
花
押
を
用
い
始
め
、
吉
晴
は
晩
年
ま
で
こ
れ
を
使

徳
)

用
し
た

一
五
八
四

一
五
八
九

暦

一
五
九
一

一
五
九
三
S
九
四

通
称
・
官
途
名

一
五
九
九
S
一
六
0
0

毛
介

一
六
0
0

毛
介

一
六
0
五
S
-
0

茂
助
帯
刀

実
名

帯
刀
亮

吉
直

帯
刀

花

吉
直

帯
刀
帯
刀

1

吉
晴

帯
刀
・
帯
刀
先
生

ⅡⅡⅡ

可
晴

第
三
節
所
領
の
変
遷

堀
尾
吉
晴
の
所
領
に
つ
い
て
は
堀
尾
但
馬
の
子
孫
が
、
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
に

翁
)

筆
写
し
た
「
堀
尾
家
張
」
所
収
の
「
御
知
行
所
覚
」
に
見
え
る
記
載
と
、
堀
尾
家
菩

Ⅱ

吉
晴

Ⅲ

吉
晴

印
判
併
用

ⅢⅣ

時
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提
寺
春
光
院
蔵
の
「
堀
尾
家
由
緒
声
な
ど
、
後
世
に
成
立
し
た
記
録
類
の
張
を
も

と
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
一
次
史
料
で
は
天
正
十
年
(
一
五
八
己
丹
波
氷
上
郡
で
の

(
認
)

(
3
)

秀
吉
知
行
宛
行
状
(
山
3
 
と
同
十
三
年
近
江
佐
和
山
領
の
領
知
方
目
録
命
N
)

が

知
ら
れ
て
い
た
。
本
節
で
は
、
新
た
に
確
認
で
き
た
吉
晴
の
所
領
を
考
察
す
る
。

朝
妻

長
岡

近
江
・
丹
波
・
若
狭
(
1
天
正
十
三
年
以
前
1
)

天
正
十
年
(
一
五
八
二
)
以
前
の
所
領
関
係
文
書
は
確
電
き
な
か
っ
た
。
近
江
時
代

(
訓
)

の
知
行
は
天
正
十
五
年
十
一
月
の
成
菩
提
院
文
書
(
米
原
市
柏
原
)
の
田
中
吉
馨

状
(
南
幻
)
か
ら
窺
え
る
。
と
の
書
状
は
、
吉
晴
が
、
田
中
吉
政
に
近
江
国
坂
田
郡
大
野

木
(
米
原
血
に
あ
る
、
成
菩
提
院
領
の
年
貢
の
所
務
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
返
書
で

あ
る
。
田
中
吉
政
は
、
「
大
野
木
内
二
有
之
由
候
て
、
去
年
所
務
被
抱
置
候
、
此
方
へ
御

引
渡
之
由
候
闇
、
為
下
除
申
儀
不
可
成
申
候
」
と
、
大
野
木
の
地
は
t
で
に
、
「
此
方
へ
」

(
秀
次
領
)
に
引
き
直
さ
れ
て
い
る
と
返
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
吉
晴
は
、
「
関
白
棲
成

御
朱
印
候
者
其
旨
を
以
可
申
雷
申
候
へ
共
、
信
長
殿
御
朱
印
に
て
御
理
之
儀
ハ
可
有

如
何
候
哉
被
加
御
分
別
一
と
あ
る
よ
う
に
、
織
田
信
長
の
朱
印
状
を
根
拠
に
、
大
野
木

の
支
配
寵
め
る
よ
う
に
求
め
て
お
り
、
吉
政
か
ら
信
長
朱
印
状
に
対
す
る
秀
吉
朱
印
状

の
優
越
性
を
指
摘
さ
れ
、
た
し
な
め
ら
れ
て
い
る
。
大
野
木
に
関
し
て
は
、
天
正
十
三
年

(
迎

(
一
五
八
五
の
堀
尾
吉
晴
領
知
方
目
録
に
お
い
て
も
記
載
が
無
く
、
信
長
の
朱
印
状
を

権
利
の
根
拠
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
江
長
浜
時
代
の
吉
晴
の
所
領
に
大
野
木
が
含
ま

念
)

れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
0

(
5
)

丹
波
氷
上
郡
で
の
所
領
は
、
『
史
跡
黒
井
城
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
報
告
圭
昌
に
ょ

れ
ぱ
、
天
正
十
年
の
本
能
寺
変
の
後
、
明
智
氏
の
旧
領
を
秀
吉
軍
が
制
圧
t
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
吉
晴
が
、
丹
波
黒
井
城
(
丹
波
市
赤
日
町
)
に
入
城
し
、
柏
原
八
幡
宮
(
丹
波
市

柏
原
町
)
へ
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
と
い
う
。
様
兇
(
一
五
九
五
の
「
柏
原
八
幡
宮

(
四

兪
)

縁
起
」
(
山
巴
に
は
、
吉
晴
が
、
秀
吉
の
奉
行
と
し
て
柏
原
八
幡
宮
を
再
建
し
た
と
あ
る
。

翁
)

翌
十
一
年
、
「
堀
尾
家
由
緒
聿
日
」
で
は
、
若
狭
票
城
主
一
七
、
0
0
0
石
を
有
し
、

而
)

と
の
時
初
め
て
城
主
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
、
「
器
家
巽
」
に
は
記
し
て
い
る
。

翁
)

2
 
近
江
佐
和
山
時
代
(
1
天
正
十
三
S
十
八
年
1
)

吉
晴
は
豊
臣
秀
吉
の
命
に
ょ
り
、
天
正
十
三
年
(
一
五
八
五
に
若
狭
佐
垣
の
国
吉

城
(
福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
)
に
移
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
六
十
日
ほ
ど
で
近
江
佐
和
山

(
彦
根
血
に
移
封
さ
れ
た
。
こ
れ
は
天
正
十
三
年
閏
八
月
二
十
一
日
付
の
領
知
目

J(机
)

(
剖
)

録
で
確
認
で
き
る
。
村
井
毅
史
氏
は
、
佐
和
山
城
周
辺
に
ほ
と
ん
ど
吉
晴
の
知
行
地
が

見
え
な
い
こ
と
、
佐
和
山
城
か
ら
湖
岸
・
中
山
道
沿
い
に
約
十
五
加
に
わ
た
り
知
行
地
が

分
布
す
る
こ
と
、
吉
晴
の
所
領
の
七
割
が
佐
和
山
城
か
ら
二
十
血
以
上
離
れ
た
高
時
川

姉
噐
域
の
地
域
に
集
中
す
る
こ
と
、
久
徳
氏
平
野
氏
等
、
秀
吉
直
臣
か
ら
吉
晴
付
き
(
6
)

と
な
っ
た
家
臣
の
知
行
地
を
犬
上
郡
・
坂
田
郡
に
集
中
し
て
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

(
Ⅲ
)

佐
々
木
倫
朗
氏
は
、
佐
和
山
を
含
む
近
江
は
、
基
本
的
に
秀
次
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、

秀
次
付
き
の
宿
老
と
し
て
、
吉
晴
に
佐
和
山
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
備
)

さ
ら
に
、
山
根
正
明
氏
は
、
城
付
き
の
直
轄
領
の
管
理
や
大
垣
城
へ
の
補
給
路
の
確

保
が
吉
晴
の
任
務
で
あ
り
、
佐
和
山
四
万
石
と
い
う
一
城
の
主
と
い
う
姿
よ
り
、
秀
吉

政
権
の
忠
実
な
下
僚
と
い
う
姿
で
と
ら
え
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
時
期
の
秀
吉
蔵
入
地
の
文
書
が
、
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
一
る
八
に

而
)

紹
介
さ
れ
た
、
天
正
十
三
年
閏
八
月
二
十
二
日
付
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
(
山
E
 
で
あ
る
。

江
州
坂
田
郡
所
之
臺
所
入
目
録

ズ
弐
百
九
拾
弐
曳
斗
九
町

て
千
四
拾
九
石
五
斗

①

ーフ0



一
、
千
三
百
九
拾
四
石

一
、
千
八
百
九
拾
六
石
八
斗

一
、
千
八
百
七
十
弐
石
五
斗

合
六
千
五
百
五
石

天
正
十
三
年
壬
八
月
廿
二
日
条
印
)

堀
尾
毛
介
と
の
へ

厩
)

徳
)

而
)

近
江
坂
田
郡
の
朝
妻
(
米
原
市
朝
妻
筑
摩
)
・
長
岡
(
米
原
市
山
東
町
長
岡
)
・
常
喜
(
長

行
)

元
)

浜
市
常
喜
町
)
・
か
ん
田
(
長
浜
市
加
田
町
)
・
黒
田
六
郷
(
米
原
市
山
東
町
本
郷
大
鹿
、

北
方
、
山
{
至
志
賀
谷
常
谷
一
帯
)
六
、
五
0
五
石
を
蔵
入
地
に
繰
り
入
れ
る
と
あ
り
、

こ
の
地
域
の
蔵
入
地
代
官
に
吉
晴
が
、
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
佐
和
山
時
代

の
吉
晴
知
行
地
に
、
秀
吉
朱
印
状
に
見
ら
れ
る
地
域
を
加
え
た
も
の
が
「
図
1
」
に
な
る
。

「
朝
ぎ
は
、
飛
騨
・
美
濃
か
ら
の
木
材
を
琵
琶
湖
水
運
に
ょ
り
、
輸
送
す
る
水
運
の

拠
点
と
な
る
湊
で
、
佐
和
山
と
長
浜
の
中
間
に
位
置
す
る
。
「
黒
田
六
郷
」
は
、
黒
田
荘

の
五
村
(
本
郷
・
大
鹿
・
北
方
・
志
賀
谷
・
山
室
)
に
堂
谷
が
加
わ
り
、
山
東
町
本
郷
一

体
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
中
山
道
沿
い
に
「
長
岡
」
と
「
黒
田
六
郷
」
に
含
ま
れ
る
「
本

郷
」
と
「
常
谷
」
の
地
域
が
あ
り
美
濃
国
境
の
「
か
し
わ
原
」
(
米
原
市
柏
原
)
と
「
さ

め
か
い
」
(
米
原
市
醒
荘
の
吉
晴
知
行
地
の
中
間
に
位
置
す
る
。
本
郷
六
郷
の
「
志
賀
谷
」

地
区
は
丘
陵
を
挟
ん
で
「
長
岡
」
に
隣
接
す
る
。
「
大
鹿
」
、
「
北
方
」
地
区
は
、
横
山
丘

陵
を
挟
ん
で
「
室
邑
と
「
か
ん
趣
に
隣
接
し
て
い
る
。
「
室
邑
は
東
に
横
山
丘
陵
、

西
に
布
施
川
が
流
れ
、
「
か
ん
田
」
は
神
田
山
北
西
麓
に
位
置
す
る
。
い
ず
れ
も
長
浜
市

の
平
野
部
に
所
在
し
、
高
時
川
・
姉
川
疾
に
存
在
す
る
知
行
地
群
と
中
山
道
沿
い
に
集

中
す
る
知
行
地
群
の
中
間
に
位
置
す
る
。

吉
晴
鋸
目
録
と
秀
吉
朱
印
状
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
と
し
て
、
東
山
道
と
北
陸
道
沿

い
の
蔵
入
地
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
で
、
越
前
・
北
陸
方
面
と
美
濃
大
垣
へ
の
交
通
路
の
確

常
喜
力
ん
田

黒
田
六
郷

保
と
、
藷
め
の
任
務
、
そ
し
て
美
濃
・
越
前
・
一
右
狭
か
ら
の
物
資
の
往
来
を
行
う
こ
と

分
)

を
秀
吉
は
、
吉
晴
に
求
め
て
い
た
こ
と
が
老
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
秀
吉
の
蔵
入
地
と
吉

晴
の
所
領
を
合
わ
せ
る
と
、
中
山
道
か
ら
姉
川
流
域
に
か
け
て
の
地
域
を
一
体
化
さ
せ
る

事
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
秀
吉
は
、
自
ら
の
蔵
入
地
の
管
理
を
吉
晴
に
任
せ
る
こ
と
で
、

秀
次
付
と
し
た
吉
晴
へ
の
W
郷
力
を
残
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

3
 
尾
張
・
伊
勢
の
所
領
(
1
天
正
十
八
年
S
文
禄
三
年
1
)

天
正
十
八
年
(
一
五
九
0
)
、
小
田
原
合
戦
の
後
に
尾
張
・
北
伊
勢
五
郡
を
支
配
し
た

織
田
信
雄
は
、
転
封
を
秀
吉
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
信
雄
は
、
転
封
を
拒
否
し
た
た
め

改
易
さ
れ
た
。
替
わ
っ
て
少
康
旧
領
の
駿
河
に
中
村
一
氏
掛
川
に
山
内
一
豊
横
須
賓

に
渡
瀬
籌
、
久
野
に
松
下
之
綱
、
森
に
堀
尾
吉
晴
三
河
吉
田
に
池
田
輝
攻
三
河

岡
崎
に
田
中
吉
政
と
秀
次
付
の
重
臣
と
、
新
た
に
秀
次
付
と
さ
れ
た
武
将
が
駿
河
・
遠
江
・

三
河
に
国
替
と
な
っ
た
。

爲
)

吉
晴
の
森
入
城
は
、
い
つ
頃
か
。
天
正
十
八
年
八
月
一
日
付
秀
吉
朱
印
状
(
北
器
)

で
、
吉
晴
は
、
山
内
一
豊
と
佐
竹
義
重
等
上
洛
の
た
め
「
柏
原
よ
り
八
幡
山
ま
て
」
(
米

原
市
柏
原
か
ら
近
江
八
幡
市
ま
で
)
の
伝
馬
と
人
足
を
供
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
八
月
頃
ま
で
、
佐
和
山
城
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
十
八
年
九
月

兪
)

二
十
日
付
秀
吉
朱
印
状
写
で
、
山
内
一
些
叉
遠
江
相
良
・
植
原
・
佐
野
三
郡
に
五
万
石

を
与
え
、
同
日
付
で
渡
瀬
小
次
郎
(
繁
詮
)
を
遠
江
城
東
郡
で
の
秀
次
叉
官
に
任
ず
る

希
)

秀
吉
朱
印
状
写
が
見
ら
れ
る
。
天
正
十
八
年
九
月
二
十
一
日
付
で
豊
臣
秀
次
が
発
給
し

元
)

た
「
希
替
地
目
録
」
(
血
邑
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
示
t
。

、

か

つ
ら
能
郷

ズ
貳
百
六
拾
壱
石
一
口
八
合

ズ
貳
百
九
拾
七
石
六
斗
四
升
九
合

も
り
山

71



図1 佐和山領関係図(国土地理院発行

※〔秀吉蔵入地は()、犬上郡内久徳分は[

0

20 万分の 1 地勢図「岐阜」「名古屋」<平成 17・18年発行>により作成)

]、坂田郡内平野分の所在地未詳〕
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一
、
四
百
四
拾
壱
石
一
斗
六
升
三
合

以
上

都
合
九
百
九
拾
六
石
九
武
升

右
遠
江
為
替
地
遣
之
者
也
、

天
正
拾
八
年
九
月
廿
一
日

秀
次
元
押
)

堀
尾
帯
刀
殿

介
)

需
)

遠
江
で
の
替
地
と
し
て
、
秀
次
か
ら
吉
晴
へ
、
「
か
つ
ら
能
郷
」
・
「
も
り
山
」
・
「
た

而
)

ん
ぱ
」
(
尾
張
国
海
東
郡
桂
、
森
山
・
丹
波
)
九
九
六
石
九
斗
二
升
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

文
中
に
「
兇
魯
地
遣
之
者
也
」
と
あ
り
、
希
の
領
地
を
拝
領
し
た
後
の
文
書
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
恐
ら
く
、
秀
吉
か
、
秀
次
の
蔵
入
地
に
入
っ
た
遠
江
の
地
の
代
り
に
、

た
ん
ば

此
内
千
石
二
三
石
余
無
也

0
 
ゞ
1
茸
ご
、
 
C
1
^
一
 
1
 
,
^
、
,
一
一
÷
'
参
、
'
;
、
一
ゞ
、
美
、
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^
子
.
、
一
气
亘
亀
'
゛
-
t
琴
,
、
.

一
、
^
0
 
4
'
、
 
j
,
,
^
一
"
,
V
コ
、
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↓
二
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、
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゛
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雰
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、
・
勺
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'
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X
、
亀
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三
一
、
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゛
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"
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入
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卜
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リ
羊
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、
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'
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慨
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^
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課
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^
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無
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礁
ま
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呉
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一
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践
染
^
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'
、
t
＼
^
、
、
¥
^
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、
¥
、
,
で
一
'
」
,
芽
イ
＼

ル
、
レ
入
弌
、
ゞ
ト
途
W
゛
、
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^
,
一
.
ー
:
'
ン
泰
籍
翠
'
語
●
ノ
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届
含
翻
發
論
稔
毒
祭
一
一
き
=
^
叉
ゞ
、
ー
゛
ハ
リ
し
ン

喩
一
,
一
一
、
、
、
ン
'
む
'
^
,
ヘ
^
廟
i
,
,
七
宝
、
、
イ
.
島
 
1
 
、
、
÷
ノ
亘
,
、
<
、
1
 
打
、
、
よ
、
?
^
町
"
一
ψ
ノ
ハ
'

、
;
、
~
'
一
キ
一
,
-
 
J
 
,
,
'
一
'
.
'
一
一
,
 
J
、
,
、
、
ノ
一
.
、
ノ
^
ジ
ニ
,
ゞ
 
J
ψ
ノ
,
ノ
^
く
畢
、
・
、
一
ノ
、
,
;
三
七
、
.
、
、
,
ニ
、
、
"
^

尾
張
に
替
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
図
Ⅱ
姦
)

堀
尾
氏
の
尾
張
領
を
地
図
上
で
確
季
る
七
森
山
と
丹
波
(
愛
知
旧
繼
部
郡
美
和
町

森
山
・
同
町
丹
波
)
が
、
津
島
街
道
沿
い
に
隣
接
し
て
い
る
。
「
太
林
山
」
は
、
「
織
田
信
雄

(
迅

分
限
帳
」
で
は
、
「
森
山
の
郷
さ
ハ
井
な
ハ
」
、
「
同
郷
さ
ハ
井
縄
」
と
あ
る
。
「
丹
波
」
は
、
「
織

田
信
雄
分
限
帳
」
に
「
た
ん
ぱ
の
郷
」
と
あ
る
。
「
か
つ
ら
能
郷
」
(
愛
知
旧
繼
部
郡
七
宝

町
桂
)
は
、
「
森
山
」
・
「
丹
波
」
と
緑
で
四
加
程
度
籬
れ
て
い
る
福
田
川
の
中
流
右
岸

に
位
置
す
る
。
「
織
田
信
雄
分
限
帳
」
で
は
、
「
桂
ノ
郷
」
と
あ
る
。
(
図
Ⅱ
参
照
)
文
禄

四
年
の
秀
次
失
脚
以
降
、
清
須
城
に
、
福
島
正
則
が
入
り
、
一
柳
直
盛
(
尾
張
黒
田
城
主
)
、

石
川
光
吉
(
犬
山
城
主
)
が
お
り
、
秀
吉
直
轄
地
が
丹
羽
郡
中
部
・
丹
羽
郡
西
部
・
海
東

(
?
)

郡
西
部
S
海
西
郡
・
愛
知
郡
南
部
S
知
多
郡
に
置
か
れ
た
0

さ
ら
に
、
天
正
二
十
年
(
一
五
九
二
)
の
正
月
十
一
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
で
劣
国

§
)

鈴
鹿
郡
内
二
、
0
0
0
石
を
与
え
ら
れ
て
い
る
(
山
飴
)
。

知
行
目
録

勢
州
t
か
郡
内

一
、
六
百
四
拾
三
石
四
斗
八
升
七
勺

あ
か
た
の
郷

同
こ
お
り

一
、
貳
百
七
拾
四
石
六
斗
五
升

池
山
之
郷

同

四
百
六
石
三
斗
三
升

西
冨
田
郷

同

ひ
ろ
瀬
之
郷

一
、
貳
百
五
拾
七
石
三
升

同

一
、
貳
百
七
拾
五
石
一
斗
弐
升

津
が
の
郷

伶

一
、
百
四
拾
三
石
六
斗
八
升

山
本
郷

合
弐
千
石
三
斗

右
全
可
領
知
者
也

天
正
廿
年
正
月
t
 
日
(
朱
印
)

堀
尾
帯
刀
と
の
へ

毓
)

い
ず
れ
も
劣
国
鈴
鹿
郡
内
で
、
「
あ
か
た
の
郷
(
「
英
多
郷
」
、
亀
山
市
川
崎
町
)
、
「
池

(
脚
)

0 デ
0

図Ⅱ尾張領関係図
(国土地理院発行 20万分の]地勢図「名古屋」く平成17卸発行>により作成)
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需
)

需
)

山
之
郷
」
(
亀
山
市
安
坂
山
町
池
山
)
、
「
西
冨
田
郷
」
(
鈴
鹿
市
西
冨
田
町
)
、
「
ひ
ろ
瀬
之

(
S
)

余
)
郷
」
(
「
広
瀬
」
、
鈴
鹿
市
広
瀬
町
)
、
「
津
が
の
郷
」
(
「
津
賀
郷
」
、
鈴
鹿
市
津
賀
町
と
高

需
)

塚
町
一
帯
)
、
「
山
本
郷
」
(
鈴
鹿
市
山
本
町
)
と
あ
る
。
英
多
郷
は
賤
ケ
馨
戦
と
小

牧
長
久
手
合
戦
で
、
秀
吉
軍
が
伊
勢
を
攻
撃
し
た
際
に
攻
め
た
峯
城
の
所
在
地
で
あ
る
。

池
山
之
郷
が
、
亀
山
市
池
山
だ
と
す
れ
ば
、
近
江
か
ら
鈴
鹿
山
脈
を
越
え
て
劣
に
入
る

鈴
鹿
峠
の
支
道
で
あ
る
安
楽
越
を
劣
側
に
下
っ
た
場
所
で
あ
る
。
安
楽
越
は
鈴
鹿
山

脈
南
部
の
仙
ケ
岳
南
西
の
県
境
稜
線
上
に
位
置
す
る
峠
で
あ
り
、
標
高
四
m
に
位
置
す
る
。

鈴
鹿
川
の
支
流
安
楽
川
を
遡
上
し
池
山
を
過
ぎ
、
岩
水
渓
を
経
て
岩
坪
川
沿
い
に
上
が
る
。

(
卯
)

安
楽
越
の
伊
勢
方
面
は
、
鈴
鹿
峠
に
比
べ
る
と
緩
や
か
で
あ
る
と
い
う
。
池
山
か
ら
東

に
安
楽
川
沿
い
に
下
る
と
崟
城
の
あ
る
英
多
郷
に
入
る
と
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
峯
城
は
、

安
楽
越
か
ら
伊
勢
に
入
る
街
道
を
押
さ
え
る
位
置
に
あ
る
。
西
冨
田
広
瀬
津
賀
は
、

英
多
の
東
側
、
安
楽
川
と
鈴
鹿
川
の
合
流
し
た
付
近
の
北
岸
が
、
西
冨
田
で
あ
り
、
そ
の

北
側
に
広
瀬
が
あ
る
。
津
賀
は
広
瀬
の
東
側
の
鈴
鹿
川
下
流
左
岸
同
川
支
涛
次
川

流
域
に
あ
た
る
台
地
の
付
近
で
あ
る
。
山
本
郷
は
、
や
や
北
西
に
雜
れ
て
お
り
、
入
道
ケ

岳
の
東
南
麓
に
所
在
す
る
。
同
日
に
は
、
他
の
秀
次
付
の
田
中
吉
政
と
池
田
輝
政
に
も
三

金
)

重
郡
内
で
知
行
が
与
え
ら
れ
て
い
る
0

ま
た
、
文
禄
三
年
(
一
五
九
巴
七
月
上
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
劣
国
内
で
太
閤

(
羽
)

検
地
が
行
わ
れ
、
改
め
て
鈴
鹿
郡
内
で
吉
晴
に
知
行
が
与
え
ら
れ
て
い
る
(
血
釘
)
。

知
行
方
目
録

勢
州
鈴
鹿
郡
あ
か
た
村

一
、
千
九
百
拾
壱
石
三
斗
七
升

同
村

一
、
壱
石
六
斗
八
升
山
年
貢

同
郡

池
山
安
楽
寺
村
内

一
、
八
拾
七
石
弐
斗
五
升

合
弐
千
石

右
今
度
以
検
地
之
上
改
令
扶
助

畢
全
可
錦
候
也

文
禄
三
年
九
月
廿
一
日
(
朱
印
)

堀
尾
帯
刀
と
の
へ

文
禄
三
年
(
一
五
九
巴
の
劣
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
を
ま
と
め
た
「
g
国
中
御

(
暢
)

検
地
高
帳
写
」
で
は
、
鈴
鹿
郡
デ
カ
タ
之
郷
」
(
英
多
)
が
、
一
、
九
九
二
石
二
斗
四
升

で
あ
り
、
「
池
山
之
郷
」
が
、
ハ
ハ
ハ
石
三
斗
と
あ
る
。
「
劣
国
中
穫
地
高
帳
写
」
か

円
地
、
池
山
に
つ
い
て
は
、
安
楽
寺
村
と

恐
ま

ら
あ
か
た
村
(
英
多
村
)
に
つ
い
て
、

呼
ば
れ
る
地
域
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

天
正
二
十
年
(
一
五
九
己
に
は
、
英
夕
將
を
主
と
し
、
そ
の
周
辺
の
地
曾
与
え
ら
れ

て
い
た
が
、
文
禄
三
年
(
一
五
九
四
に
は
英
夕
將
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
を
特
惨
す
る
。

天
正
二
十
年
・
文
禄
三
年
に
与
え
ら
れ
た
地
域
は
、
現
在
の
三
重
県
鈴
鹿
市
と
亀
山
市

内
に
入
る
。
(
図
Ⅲ
参
照
)

英
多
の
崟
城
の
廃
絶
時
期
に
つ
い
て
、
天
正
十
二
年
(
一
五
八
四
の
小
牧
長
久
手
合

(
9
)

兪
)

戦
で
の
落
城
と
、
天
正
十
八
年
の
岡
本
宗
憲
の
亀
山
築
城
に
ょ
り
廃
城
の
二
説
が
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
ょ
り
、
堀
尾
氏
に
ょ
る
整
備
の
可
能
性
も
排
除
で

飴
)

き
な
く
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
堀
尾
氏
の
劣
領
は
、
近
江
か
ら
伊
勢
へ
の
安

楽
越
(
鈴
鹿
峠
の
支
道
)
の
交
通
路
の
要
衝
を
押
さ
え
て
い
た
と
と
に
な
る
。
ま
た
、
伊

勢
で
の
所
領
関
係
文
書
は
、
い
ず
れ
も
知
行
方
目
録
で
あ
り
、
知
行
宛
行
状
は
伝
わ
っ
て

(
辨
)

い
な
い
。
他
の
大
名
の
事
例
で
天
正
二
十
年
の
田
中
吉
政
宛
知
行
宛
行
状
に
は
無

役
(
軍
役
を
掛
け
ら
れ
て
い
な
い
)
と
あ
り
、
在
京
賄
領
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
堀
尾

氏
の
劣
の
所
領
も
在
京
賄
領
の
よ
う
な
性
格
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

遠
江
西
部
の
太
閤
蔵
入
地
(
1
慶
長
四
年
1
)

④
先
に
、
遠
州
の
替
地
と
し
て
尾
張
国
内
で
の
知
行
地
を
紹
介
し
た
。
文
禄
四
年
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市
/
市

工
」

0

1

(
一
五
九
五
秀
次
失
脚
以
降
、
田
中
吉
攻
中
村
一
氏
山
内
一
豊
と
事
件
に
連
座
し

な
か
っ
た
"
は
、
旧
秀
次
領
を
加
や
ぎ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
遠
江
の
堀
尾
領
は
、
知
行

方
目
録
が
伝
わ
っ
て
居
な
い
。
そ
の
た
め
、
在
地
に
残
さ
れ
た
文
書
か
ら
所
領
を
推
定
す

ヤ
一
り

、
、
七
一

J
J

る
必
要
が
あ
る
。
堀
尾
氏
に
関
わ
る
史
料
は
、
磐
田
郡
・
長
上
郡
・
敷
智
郡
・
引
佐
郡

」
コ

り
.
」
女
之

鯉
玉
郡
・
豊
田
郡
・
 
W
郡
で
は
見
ら
れ
る
。
山
名
郡
・
浜
名
郡
は
不
明
で
あ
る
。
浜
名

郡
・
敷
智
郡
の
南
部
、
浜
希
の
今
切
の
渡
し
に
、
吉
田
城
の
池
田
鐸
政
が
手
形
を
発
給

し
て
お
り
、
池
田
氏
の
管
理
下
と
老
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
希
{
康
は
、
一
慣
名
郡
白
須
賓

と
磐
田
郡
中
泉
に
所
領
を
有
し
、
周
智
郡
南
部
は
、
山
内
氏
管
理
の
太
閤
蔵
入
地
に
含
ま

れ
て
い
る
。

露
)

遠
江
で
の
太
閤
蔵
入
地
は
、
『
山
内
家
史
料
』
(
一
豊
公
紀
)
に
収
録
さ
れ
た
史
料
を

靈
)

も
と
に
、
本
多
隆
成
氏
の
研
究
が
あ
り
。
ま
た
秀
次
蔵
入
地
に
関
す
る
渡
瀬
籌
宛
秀

爾
)

吉
朱
印
状
写
も
伝
わ
る
。
こ
の
他
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
堀
尾
氏
管
理

の
太
閤
蔵
入
地
に
関
わ
る
史
料
を
紹
介
し
た
い
(
血
遂
)
。

希
御
蔵
入
月
録

濱
名
井
伊
谷

河
勾

高
合
壹
万
九
千
五
拾
五
石
四
斗
三
升

宇
間
郷

内

四
千
六
拾
六
石
五
斗
九
升

永
荒

貳
千
八
百
四
拾
壱
石
壱
斗
九
升

文
五
0
饗
迄

荒
川
成

貳
千
参
百
八
拾
五
石
壱
升

う
ん
か
入

五
千
五
百
七
拾
石
参
斗
六
升

免

物
成
四
千
百
八
拾
六
石
貳
斗
八
升

ヨν
貳
千
八
百
参
拾
石
六
斗
七
升

米

六
百
参
拾
七
石
弐
斗
八
升

大
豆

七
百
拾
八
石
参
斗
三
升

麦

此
外
拾
六
石
五
斗

山
札
米

5

図Ⅲ伊勢領関係図(国土地理院発行 20万分の1地勢図「名古屋」により作成)
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以
上

慶
長
四
年

爾
)

霜
月
廿
四
日

堀
尾
帯
刀
(
花
担

徳
善
院

長
束
大
蔵
大
輔
殿

増
田
右
衛
門
尉
殿

,
 
r
 
参

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
に
ょ
る
と
、
「
濱
名
」
(
浜
松
市
北
区
三
ケ
日
町
)
は
、
中

世
の
浜
名
神
門
戦
国
期
浜
名
郷
・
あ
る
い
は
浜
名
荘
と
同
一
地
域
と
す
る
と
、
現
在
の

浜
松
市
北
区
三
ケ
日
町
大
字
岡
本
・
只
木
・
需
耶
・
平
山
・
佐
久
米
・
駒
場
・
都
呪

大
崎
・
津
々
崎
・
{
于
志
・
三
ケ
日
・
日
比
沢
・
通
称
地
名
大
福
寺
を
含
む
と
さ
れ
る
。
浜

急
北
西
に
位
置
す
る
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。
浜
名
湖
北
西
の
か
な
り
広
い
範
囲
を
指
し

い
必
や

て
い
る
。
「
井
伊
谷
」
(
浜
松
市
北
区
引
佐
町
)
は
徳
川
家
臣
井
伊
氏
の
故
地
で
あ
る
。
『
角

川
日
本
地
名
大
辞
典
』
で
は
奥
山
か
ら
都
田
(
旧
引
佐
町
奥
山
か
ら
井
伊
谷
を
抜
け
て

旧
浜
松
市
都
邑
に
か
け
て
の
一
帯
を
含
む
井
伊
氏
の
支
配
領
域
全
体
の
呼
称
と
し
て
用

b
力

い
ら
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
「
河
勾
」
(
河
輪
)
(
浜
松
市
南
区
河
輪
町
S
磐
田
市
竜
洋

0
 
-
)
一
、
]
 
J

町
)
は
、
長
上
郡
の
天
竜
川
下
流
の
両
岸
に
ま
た
が
る
地
域
で
、
「
{
于
間
郷
」
(
浜
松
市

中
区
領
家
町
・
向
宿
町
S
南
区
瓜
内
町
)
は
、
馬
込
川
下
流
域
の
旧
浜
松
市
南
東
部
一
帯

(
0
)

を
指
六
。
ち
ょ
う
ど
、

浜
名
湖
北
西
岸
の
地
域
、
井
伊
谷
地
域
と
浜
松
城
の
南
側
か
ら

天
竜
川
に
か
け
て
の
地
域
に
一
九
、
0
五
五
石
四
斗
三
升
あ
ま
り
の
太
閤
蔵
入
地
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
浜
松
時
代
の
関
係
領
域
が
、
「
図
Ⅳ
」
で
あ
る
。

こ
の
文
書
で
は
、
一
戚
入
地
の
「
一
局
△
口
」
(
総
石
高
)
を
記
し
、
次
に
、
損
免
を
あ
げ
て

い
る
。
「
古
叉
口
」
か
ら
損
免
分
を
引
い
て
、
「
物
成
」
(
年
百
<
高
)
を
算
出
し
て
い
る
。
堀

尾
領
で
の
太
閤
検
地
は
、
文
禄
四
年
(
.
五
九
五
)
と
慶
長
四
年
(
一
五
九
九
)
に
行
わ

れ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
北
部
遠
州
地
域
で
あ
る
N
田
郡
、
周
智
郡
内
、
(
浜
松
市
天

竜
区
内
)
の
も
の
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
文
書
に
は
、
四
力
所
の
地
を
二
局
△
呈
忌

万
九
千
五
拾
五
石
四
斗
三
升
」
と
表
し
、
地
域
別
の
詳
し
い
石
高
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
各
地
域
の
ど
の
程
度
の
範
囲
を
含
む
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
天

爾
)

竜
川
流
域
の
河
勾
と
馬
込
川
下
喪
宇
間
郷
を
含
む
た
め
こ
の
地
域
が
荒
川
成
の
状爾)

態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
永
荒
は
、
四
0
六
六
石
五
斗
九
升
が
、
慶
長
四
年
頃
に
永
荒

と
な
っ
た
田
畑
を
指
し
、
「
文
五
イ
慶
弐
迄
」
の
二
、
八
四
一
石
一
斗
九
升
が
、
文
禄
五
年

(
慶
長
元
年
)
(
一
五
1
◇
か
ら
慶
長
二
年
に
永
荒
と
な
っ
た
田
畑
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
。
全
体
の
約
四
八
・
ハ
%
が
永
荒
・
荒
川
成
に
な
り
、
堀
尾
氏
管
理
の
太
閤
蔵
入
地
の

何
)

荒
廃
し
た
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
「
免
」
と
し
て
「
五
五
七
0
石
三
斗
六
升
」
と
あ
る
の
は
、
損
免
を
意
味
す

る
と
老
え
ら
れ
る
。
総
石
高
一
九
0
五
五
石
四
斗
三
升
か
ら
損
免
分
一
四
八
六
三
石
一

斗
五
升
を
引
く
と
、
四
二
九
二
石
二
斗
八
升
と
な
る
。
史
料
に
見
え
る
物
成
分
は
、
四

一
八
六
石
二
斗
八
升
で
あ
る
。
こ
れ
に
山
札
米
分
の
一
六
石
五
斗
を
足
t
と
一
 
0
石
五
斗

あ
ま
り
不
足
し
て
い
る
。
物
成
四
一
八
六
石
二
斗
八
升
の
内
米
(
二
、
八
三
0
石
一
斗

升
)
、
麦
全
会
モ
石
二
斗
八
升
)
と
大
豆
(
七
一
八
石
三
斗
三
升
)
で
あ
る
。
物
成

の
智
二
・
五
%
が
大
豆
・
麦
で
あ
り
畑
作
も
盛
ん
で
あ
る
様
子
が
見
え
る
。
太
閤
蔵
入

地
で
は
、
前
田
玄
以
・
増
田
長
盛
・
長
束
正
家
が
、
毎
年
十
一
月
五
日
か
ら
十
二
月
十
日

無
)

以
前
に
目
録
小
帳
の
提
出
を
命
じ
る
書
状
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
「
遠
州
御
蔵
入

目
録
」
は
慶
長
四
年
(
一
五
九
九
)
の
太
閤
蔵
入
地
か
ら
の
物
成
を
報
告
す
る
た
め
、
吉

晴
が
作
成
し
た
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
晴
は
、
慶
長
四
年
十
月
に
徳
川
家
康
・
宇
喜
多
秀
家
・
毛
利
輝
元
等
の
豊
臣
三
大

老
か
ら
越
前
府
中
を
与
え
ら
ル
(
山
噺
)
、
こ
の
「
遠
州
御
蔵
入
目
録
」
発
給
の
二
日
前

に
越
前
今
立
郡
の
入
篇
部
宛
に
「
泰
書
紙
之
事
如
前
々
申
付
候
、
自
然
当
領
内
似

せ
帋
売
買
之
者
於
有
之
者
可
告
知
、
遂
糺
明
可
申
付
者
也
」
と
奉
書
紙
役
を
申
し
つ
け
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図Ⅳ遠江国関係図(国土地理院発行 20万分の 1 地勢図「豊橋」「伊良湖岬」により作成)
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m
)

る
判
物
命
噺
)
を
出
し
て
い
る
。
「
遠
州
御
蔵
入
目
録
」
以
降
の
豊
臣
政
権
か
ら
浜
松
領

m
)

へ
発
給
さ
れ
た
文
書
は
、
全
て
堀
尾
信
濃
守
忠
氏
宛
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
慶
長

四
年
(
一
五
九
九
)
十
一
月
の
「
滞
御
蔵
入
目
録
」
は
浜
松
領
関
係
の
吉
晴
最
後
の

発
給
文
書
に
当
た
る
。
会
津
征
伐
に
お
い
て
堀
尾
氏
の
軍
勢
を
率
い
た
の
が
忠
氏
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
慶
長
四
年
末
か
ら
慶
長
五
年
の
浜
松
城
主
は
、
極
守
忠
氏
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

第
二
章
堀
尾
忠
氏
の
発
給
文
書

第
一
節
出
雲
入
国
を
め
ぐ
っ
て

堀
尾
忠
氏
は
、
『
鴛
餘
録
』
な
ど
の
堀
尾
氏
系
図
類
に
ょ
る
と
吉
晴
の
次
男
で
、
長

男
の
金
助
全
悶
晴
の
従
弟
説
も
あ
る
)
が
、
小
田
原
合
戦
で
陣
没
し
た
た
め
、
嫡
子
と
な
っ

(
口
)
儒
)

た
と
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
三
年
(
一
五
九
八
)
正
月
四
日
付
浅
野
幸
長
書
状
案
命
櫛
)
で
、

t
で
に
「
仮
守
」
に
任
官
し
て
い
た
。
慶
長
四
午
吉
晴
が
、
越
前
府
中
を
与
え
ら
れ

て
か
ら
浜
松
城
主
と
な
る
。
「
忠
氏
」
の
名
乗
り
は
、
徳
川
秀
忠
の
工
子
を
拝
領
し
た
と

江
戸
幕
府
が
業
に
提
出
さ
せ
た
需
類
を
纏
め
た
『
譜
牒
餘
録
』
の
年
未
詳
八
月
十
八

日
付
徳
川
秀
忠
書
状
予
(
血
櫛
)
に
記
載
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
は
不
明
で
あ
っ
た
。

命
)

慶
長
五
年
(
一
六
0
9
 
四
月
十
八
日
付
吉
川
貞
器
扱
(
面
彰
で
は
本
文
中
に
留

帋
之
事
忠
氏
公
愈
安
出
来
旨
、
」
と
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
慶
長
五
年
四
月
時
点
で
、

忠
氏
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
『
触
餘
録
』
の
秀
忠
書
状

写
を
慶
長
四
年
以
前
の
も
の
と
推
定
し
た
。

忠
氏
は
、
会
津
征
伐
に
堀
尾
勢
を
率
い
、
関
ケ
原
合
戦
で
は
、
岐
阜
城
攻
め
、

関
ケ
原

余
)

合
戦
当
日
に
は
、
大
垣
城
の
西
軍
に
備
え
、
合
戦
聞
始
と
W
に
戦
場
へ
と
動
い

0

ナ

{
Π
>

合
戦
後
堀
尾
氏
は
、
{
康
か
ら
出
重
姦
岐
メ
ー
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
父
の
吉
晴
か
、

子
の
忠
氏
か
、
ど
ち
ら
に
出
圭
云
際
岐
が
与
え
ら
れ
た
の
か
が
従
来
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
点
を
検
討
す
る
。

第
二
節
家
臣
へ
の
知
行
割

余
)

初
代
松
江
藩
主
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
倫
朗
氏
の
研
究
が
詳
し
い
。
佐
々
木
氏
は
、

久
代
景
備
書
状
論
凱
)
に
見
え
る
慶
長
五
年
(
一
六
0
9
 
十
月
末
の
情
勢
を
分
析
し
、

(
即
)

慶
長
五
年
十
二
月
の
西
笑
承
兌
の
書
状
案
品
蜘
)
か
ら
出
雲
国
造
千
家
と
堀
尾
編
守

忠
氏
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
堀
尾
古
記
」
に
み
ぇ
る
「
知

行
わ
り
」
に
つ
い
て
、
忠
氏
か
ら
家
臣
へ
知
行
地
の
宛
行
を
し
た
事
例
と
し
て
、
辻
角
介

(
剛
)

宛
知
行
宛
行
状
(
鸞
卯
)
を
提
示
し
、
忠
氏
が
初
代
藩
主
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
論
証

さ
れ
て
い
る
。忠

氏
の
知
行
宛
行
状

①

色
)

「
堀
尾
古
記
」
に
み
ぇ
る
「
知
行
わ
り
」
は
、
辻
角
介
宛
忠
氏
知
行
行
状
(
血
m
)
が
、
従
来

史
夕
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

『
轟
綜
覧
』
の
慶
長
六
年
三
月
二
十
七
日
条
に
「
出
雲
富
田
の
堀
尾
可
晴
の
子
同
忠

氏
湯
碕
平
に
知
行
を
與
ふ
」
と
い
う
綱
文
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
と
の
記
事
を
元
に
、

五
)

東
京
大
学
史
料
鸞
所
所
蔵
「
湯
浅
文
聿
白
」
の
慶
長
六
年
三
月
二
十
七
日
付
湯
浅
勘
平

宛
忠
氏
知
行
宛
行
状
(
面
迅
を
需
し
た
。

為
扶
助
[
]
」
石
令
宛
行
迄
、
」
目
録
別
紙
在
之
」
全
可
令
領
知
仍
」
如
件
、

慶
長
六
年

三
月
廿
七
日
忠
氏
(
花
押
)

湯
浅
勘
平
殿

石
高
の
部
分
が
破
損
し
て
お
り
何
石
を
与
え
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
忠
氏
は
、
湯
浅

勘
平
と
い
う
人
物
に
所
領
を
与
え
て
い
た
。
文
中
に
、
「
目
録
別
紙
在
之
」
と
あ
り
知
行
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宛
行
状
と
は
別
に
知
行
目
録
も
発
給
さ
れ
た
。

湯
浅
氏
は
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
八
月
四
日
付
の
湯
浅
茂
左
衛
門
尉
宛
秀
吉
朱

爾
)

印
状
で
、
越
前
府
中
領
域
(
今
立
郡
・
丹
生
郡
)
に
五
0
0
石
の
所
領
を
秀
吉
か
ら
与

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
と
か
ら
湯
浅
氏
は
、
吉
晴
の
越
前
府
中
領
有
を
契
機
に
、
堀
尾

氏
の
家
臣
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
後
、
慶
長
九
年
(
一
六
0
四
十
月
十
二
日

粛
)

付
湯
浅
惣
左
衛
問
宛
福
島
正
則
知
行
宛
行
状
が
発
給
さ
れ
て
お
り
、
強
惣
左
衛
門
は

忠
氏
の
死
の
前
後
に
、
堀
尾
家
中
を
退
い
て
い
た
。

粛
)

ま
た
、
『
伯
老
杲
心
』
に
樋
口
彦
助
(
血
沸
)
・
同
勘
八
(
山
Ⅸ
)
、
小
杉
右
衛
門
佐
論

瑪
)
宛
の
忠
氏
知
行
宛
行
状
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
、
五
点
の
忠
氏
知
行
宛
行

状
を
確
竿
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
忠
氏
の
知
行
方
目
録
に
つ
い
て

忠
氏
の
知
行
宛
行
状
と
と
も
に
発
給
さ
れ
た
知
行
目
録
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
史
僻

纂
所
所
蔵
の
「
蕪
美
神
社
文
晝
影
写
本
を
確
認
し
た
。
「
蘇
美
神
社
文
圭
臼
」
は
、
明
治

み
一
、

,

二
十
九
年
(
一
八
九
さ
に
三
河
国
幡
豆
郡
松
坂
村
現
愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
蕪
美
天

神
社
)
で
誘
し
、
同
三
十
四
年
の
八
月
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
影
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
堀
尾
氏
の
発
給
文
書
で
家
臣
団
へ
の
知
行
目
録
は
、
こ
の
一
点
し
か
確
軍
き
な

論
彬
)
。

い

知
行
方
之
目
録

千
三
百
弐
十
石
之
内

意
宇
郡湯
屋
村
之
内

一
、
八
百
六
拾
四
石

弐
千
百
四
十
八
石
之
内

同

出
雲
郷
之
内

一
、
四
百
弐
拾
七
石

合
千
弐
百
九
拾
壱
石

内

一
、
四
百
弐
拾
石

浅
井
長
三
郎
と
の
へ

黒
田
三
介
と
の
へ

上
田
権
右
衛
門
尉
と
の
へ

(
力
)

今
村
介
守
と
の
へ

(
力
)

宮
崎
新
九
郎
と
の
へ

一
、
四
百
石

一
、
三
百
参
拾
石

一
、
八
拾
石

一
、
六
拾
石
以
上

右
<
勘
符
可
鋸
之
者
也

慶
長
六
年

(
堀
尾
)

忠
氏

三
月
廿
七
日

然
)
色
)

忠
氏
は
、
亘
于
郡
「
湯
屋
村
」
(
島
根
県
八
束
郡
東
出
雲
町
揖
邑
と
雷
券
村
」
(
同

八
束
郡
東
出
雲
町
)
の
士
地
を
浅
井
長
三
郎
と
他
四
名
の
家
臣
に
相
給
の
形
で
所
領
を

与
え
て
い
た
。
最
大
四
二
0
石
か
ら
、
最
低
は
六
0
石
を
知
行
地
と
す
る
。
湯
屋
村
(
揖

屋
村
)
で
は
、
他
に
揖
屋
神
社
へ
も
四
0
石
を
寄
進
し
て
い
る
。
ニ
カ
村
の
士
地
の
残
り

四
部
分
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
。
ま
た
、
八
0
石
・
六
0
石
と
い
う
小
規
^
な
知
行

地
を
与
え
ら
れ
た
人
物
も
見
ら
れ
る
た
め
実
際
に
地
方
知
行
制
が
取
ら
れ
て
い
た
か
な

ど
不
明
で
あ
る
。

文
書
に
見
え
る
人
物
の
う
ち
、
浅
井
長
三
郎
は
、
文
書
を
保
管
す
る
蕪
美
天
神
社
の
あ

る
三
河
国
須
美
郷
で
天
文
十
八
年
(
一
五
四
九
)
に
「
浅
井
弥
右
衛
岡
尉
無
」
の
活
動

所
)

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
享
和
二
年
(
一
八
0
己
の
「
松
平
知
行
所
須
美
村
明
細
帳
(
控
)
」

で
は
、
文
明
二
年
(
一
四
七
0
)
よ
り
浅
井
氏
は
、
一
無
美
天
神
社
の
神
主
を
務
め
て
い
た

(
棚
)

と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
浅
井
長
三
郎
は
、
三
河
国
須
美
郷
の
浅
井
氏
の
出
身
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
上
田
権
右
衛
門
尉
は
、
慶
長
八
年
(
一
六
9
二
)
十
一
月
に
中
村
一
忠
が
、

家
老
の
横
田
内
膳
を
殺
害
し
た
際
に
、
中
村
氏
へ
の
援
兵
と
し
て
派
遣
さ
れ
討
死
し
て

い
る
。
黒
田
三
介
・
今
村
介
守
・
{
呂
崎
新
九
郎
等
は
、
不
明
で
あ
る
。
堀
尾
忠
晴
期
の
「
出

侃
)

雲
・
隠
岐
堀
尾
山
城
守
家
中
給
知
帳
」
に
ょ
る
と
浅
井
姓
の
家
臣
に
浅
井
勘
左
衛
門
尉
、

儒
)

浅
井
杢
之
丞
、
浅
井
長
五
郎
が
い
る
。
上
田
姓
の
家
臣
に
上
田
萬
助
、
上
田
権
右
衛
問
・
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弥
平
次
上
田
助
兵
衛
、
上
田
吉
右
衛
問
が
確
雫
き
る
。
黒
田
姓
の
家
臣
に
は
、
黒
田

喜
八
郎
、
黒
田
讐
が
見
え
る
。
今
村
姓
の
人
物
は
、
今
村
権
七
今
村
弥
五
右
衛
門
尉
、

今
村
三
左
衛
門
尉
、
今
村
喜
助
、
今
村
右
衛
問
九
郎
、
今
村
市
郎
兵
衛
、
今
村
平
吉
、
今

村
勘
五
郎
、
今
村
平
太
、
今
村
右
馬
之
丞
、
今
村
九
七
郎
が
い
る
。

こ
こ
で
挙
げ
た
二
点
の
文
書
と
、
『
島
根
県
史
』
、
『
伯
老
星
心
』
所
収
の
知
行
宛
行
状
か
、

慶
長
六
年
(
一
六
0
一
)
の
知
行
割
は
忠
氏
に
ょ
り
家
臣
団
の
編
成
が
成
さ
れ
た
と
老
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
発
給
文
書
と
し
て
知
行
宛
行
状
と
知
行
目
録
が
出
さ
れ
て
お
り
、
坐

隠
岐
入
国
時
に
家
臣
達
が
、
忠
氏
と
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
、
忠
氏
が
国
主
で

あ
る
可
能
性
を
示
す
。

次
に
、
国
内
の
寺
梦
須
へ
の
寄
進
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
出
雲
入
国
時
の
国
主
を

確
定
す
る
。

第
三
節
寺
社
へ
の
寄
進
(
1
慶
長
六
・
七
年
1
)

家
臣
団
へ
の
知
行
割
が
行
わ
れ
た
直
後
慶
長
六
年
(
一
六
9
 
)
四
月
よ
り
堀
尾
氏

は
、
出
雲
国
内
の
寺
社
へ
の
領
地
の
寄
進
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
確
腎
れ
た
文
書
は
、
堀

尾
家
の
重
臣
が
連
署
で
発
給
し
て
お
り
、
当
時
の
国
主
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
混
乱
を
招
く

要
因
と
な
っ
て
い
た
。
次
の
慶
長
六
年
卯
月
付
の
堀
尾
忠
氏
寄
進
状
は
出
街
主
が
忠

氏
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
。

二
種
類
の
形
式
で
寄
進
状
が
発
給
さ
れ
た
。
こ
の
寄
進
状
は
、
「
於
能
義
郡
安
田
村
之
内

百
石
之
地
寄
進
有
之
久
木
」
と
寄
進
す
る
士
地
の
範
囲
を
挙
げ
、
「
清
水
寺
」
と
宛
先
名
を

記
し
た
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
一
つ
は
宛
先
名
を
記
載
せ
ず
、
文
中
に
「
能
義
郡
富
田
八

幡
領
之
声
と
宛
先
と
寄
進
地
を
本
文
中
に
記
し
た
形
式
の
寄
進
状
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
文
書
を
1
型
と
Ⅱ
型
に
分
類
し
た
。

1
型
堀
尾
家
四
奉
行
連
署
寄
進
状

徐
義
郡
安
田
村
之
内
直
石
之
地
寄
進
有
之
久
木
<
色
可
有
寺
務
之
旨
候

仍
如
件
、

御
出
冒
内
へ
の
寄
進
状

堀
尾
氏
は
、
慶
長
六
年
四
月
よ
り
出
雲
国
内
の
寺
社
へ
、
知
行
地
の
寄
進
を
行
い
。
翌

年
か
ら
大
規
模
な
検
地
を
行
っ
た
。
寺
社
か
ら
の
提
出
文
芹
に
つ
い
て
、
慶
長
六
年
二
月

@

の
「
岩
屋
寺
寺
暦
書
出
」
(
北
蜘
)
が
あ
る
。

慶
長
六
年
(
一
六
0
 
一
)
四
月
と
八
村
そ
し
て
翌
ヒ
午
'
.
・
'
河
に
嚇
尾
氏
重
臣
に
ょ
り
、

慶
長
六卯
月
廿
六
日

Ⅱ
型
堀
尾
家
四
奉
行
連
署
寄
進
状

能
義
郡
富
田
八
幡
領
之
事
、
」
於
當
庄
之
内
参
拾
石
之
地
寄
」
進
有
之
條
、
全

可
被
社
務
之
旨
候
、
仍
如
件
、蔵
人
頭

慶
長
六
年

卯
月
廿
六
日
貞
親
(
花
押
)

頼
厩
助正
秀
(
花
押
)

左
兵
衛
尉

貞
恒
(
花
押
)

掃
部
助宗
光
(
花
押
)

蔵
人
頭貞
親

頼
丹
助正
秀

左
築
餅
貞
恒

掃
部
助宗
光

清
水
寺

(
花
押
)

(
花
押
)
偲
)

(
花
押
)
余
)

(
花
押
)

命
那
)
,

(
Q
3
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1
型
と
Ⅱ
型
文
書
の
現
存
状
況
を
ま
と
め
た
「
表
Ⅲ
」
で
あ
る
。

「
表
Ⅲ
」
慶
長
六
・
七
年
堀
尾
家
寄
進
状
現
存
状
況

「
表
Ⅲ
」
で
、
慶
長
六
・
七
年
(
一
六
0
 
-
 
S
0
こ
の
現
存
寄
進
状
は
、
一
三
一
点
あ
る
。

1
型
と
そ
の
変
形
の
文
書
が
、
全
体
の
半
数
以
上
の
十
九
点
を
占
め
る
。
次
い
で
Ⅱ
型
が

m
)

九
点
見
え
る
。
そ
の
ほ
か
の
形
式
の
も
の
四
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
1
型
と
Ⅱ

型
の
形
式
の
寄
進
状
が
、
出
雲
入
国
当
初
の
堀
尾
氏
寄
進
状
の
基
本
形
で
あ
っ
た
と
老
え

ら
れ
る
。
そ
の
他
に
重
臣
が
単
独
で
発
給
し
た
文
書
と
様
式
の
異
な
る
文
書
も
見
ら
れ
る
。

堀
尾
重
臣
の
発
給
し
た
文
書
は
い
ず
れ
も
出
雲
国
内
の
寺
社
へ
発
給
さ
れ
て
い
る
。

1

Ⅱ

9

2
 
出
雲
国
外
へ
の
寄
進
状

先
に
重
臣
に
ょ
る
寄
進
状
を
説
明
し
た
が
、
次
に
忠
氏
に
ょ
る
寄
進
状
を
説
明
t
る
。

こ
れ
は
、
伊
勢
神
宮
御
師
の
文
書
を
、
天
保
八
・
九
年
(
一
八
三
七
S
三
八
)
に
御
巫
清

(
把
)

直
が
編
輯
し
た
『
輯
古
帖
』
収
録
文
書
で
、
天
保
年
問
に
伊
勢
山
田
の
吉
澤
主
水
と
い

う
人
物
が
所
蔵
し
て
い
た
(
血
鄭
)
。
戸
重
県
史
』
資
淋
中
世
2
に
ょ
る
と
、
現
在
、

余
)

原
本
は
三
重
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
様
で
あ
る
(
山
鄭
)
。

一
豊
人
〕

劣
大
神
宮
江
」
於
神
門
郡
馬
来
」
村
之
内
百
五
拾
石
」
令
寄
進
薦
畢
」
永
可
有
社

務
」
仍
如
件
、

信
濃
守

慶
長
六
年

忠
氏
(
花
押
影
)

卯
月
日

山
田吉
澤
太
夫
殿

寄
進
状
の
内
容
は
吉
澤
太
夫
宛
に
、
信
濃
守
忠
氏
が
、
伊
勢
大
神
宮
へ
神
岡
郡
馬

そ
の
他

合
計

来
林
(
出
雲
市
馬
木
四
内
一
五
0
石
を
寄
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
忠
氏
は
信
濃
守
に

、
、

慶
長
三
年
(
一
五
九
七
)
正
月
時
点
で
任
官
し
、
慶
長
八
年
三
月
二
十
五
日
に
出
雲
守

輪
)

へ
と
転
じ
る
。
令
寛
政
重
修
諸
家
壁
。
堀
尾
忠
晴
期
の
「
出
雲
・
隠
岐
堀
尾
山
城
守

而
)

家
中
給
知
帳
」
で
は
、
伊
勢
内
宮
へ
五
0
石
、
外
宮
へ
一
五
0
石
を
与
え
て
い
る
か
ら
、

劣
神
宮
外
宮
宛
の
寄
進
状
で
あ
る
っ
。
ま
た
、
宛
所
の
吉
澤
太
夫
は
、
劣
神
宮
外
宮

の
御
師
で
、
堀
尾
家
と
師
檀
関
係
を
有
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
寄
進
状
は
、
慶
長
六
年
と
い
う
入
国
直
後
の
寄
進
状
で
あ
り
、
堀
尾
忠
氏
が
国
主

で
あ
る
こ
と
を
示
す
重
要
な
"
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
同
年
の
寄
進
状
は
、
家
臣

に
ょ
り
希
し
た
出
雲
国
内
の
寺
社
宛
の
物
し
か
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
忠

氏
文
書
か
ら
入
国
当
初
、
領
国
外
の
寺
社
宛
に
、
忠
氏
が
寄
進
状
を
発
給
し
て
い
た
こ
と

爪
)

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
0

こ
の
時
期
以
降
で
は
、
慶
長
六
・
七
年
(
一
六
0
 
-
 
S
0
二
)
に
発
給
さ
れ
た
ー
・
Ⅱ

型
の
形
式
を
含
ま
な
い
寄
進
状
も
現
れ
て
く
る
。
日
得
神
社
を
例
に
挙
げ
る
と
、
堀
尾

家
治
世
下
で
、
社
領
は
松
江
藩
に
収
公
さ
れ
、
改
め
て
寄
進
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
一
度
に

旧
領
t
べ
て
が
寄
進
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
臨
時
的
な
措
置
で
あ
っ
た
印
象
は
ぬ
ぐ
え

な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
状
況
は
、
 
1
型
と
Ⅱ
型
の
他
に
、
重
臣
単
独
の
寄
進
状
、
吉
晴

に
ょ
る
判
物
な
長
々
な
形
式
の
寄
進
状
を
受
け
て
い
る
状
況
か
ら
推
型
き
る
。
日
御

碕
神
社
で
は
、
元
和
六
年
(
一
六
二
0
)
に
な
り
宇
龍
浦
五
0
石
・
園
村
五
六
三
石
三
斗
、

爾
)

合
わ
せ
て
六
一
三
石
三
斗
が
公
的
飯
め
ら
れ
て
い
る
(
血
細
)
。
仁
多
郡
で
は
、
代
官

を
務
め
て
い
た
と
老
え
ら
れ
る
士
肥
甫
庵
が
、
落
合
貞
親
と
連
署
で
発
給
し
た
慶
長
九
年

の
寄
進
状
も
見
ら
れ
る
(
山
鵬
)
。
出
雲
大
社
・
鰐
淵
寺
の
よ
う
に
慶
長
七
年
以
後
の
検

地
を
も
と
に
、
慶
長
九
年
十
月
に
寄
進
状
の
発
給
を
受
け
た
寺
社
は
、
Ⅱ
型
の
型
式
に
近

い
文
書
(
山
鄭
S
血
糊
)
で
あ
る
。

入
国
当
初
の
堀
尾
氏
は
、
重
臣
の
連
署
で
寄
進
状
を
国
内
宛
に
、
 
1
型
「
於
能
義
郡

4

19
升1」

二1立
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安
田
村
之
内
百
石
之
地
寄
進
有
之
条
」
と
寄
進
t
る
士
地
の
範
囲
を
挙
げ
、
「
清
水
寺
」

と
宛
先
名
を
記
し
た
文
書
(
宛
名
を
記
し
た
方
式
)
と
Ⅱ
型
文
中
に
「
能
義
郡
富
田
八
幡

領
之
声
と
宛
先
と
寄
進
地
を
本
文
中
に
記
し
た
形
式
(
S
郡
S
領
之
事
と
記
し
た
方
式
)

の
二
種
類
発
給
し
て
い
た
。
領
国
外
の
寺
社
へ
は
、
忠
氏
自
身
が
寄
進
状
を
発
給
し
た
。

つ
ま
り
、
領
国
内
の
寺
社
へ
、
重
臣
一
同
に
ょ
る
連
署
形
式
の
寄
進
状
を
出
し
、
国
外
へ

は
忠
氏
の
寄
進
状
を
出
す
と
い
う
偉
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

対
外
的
な
折
衝
の
多
い
国
外
の
寺
社
へ
寄
進
状
を
発
給
し
た
堀
尾
忠
氏
が
、
入
国
当
初
の

出
雲
・
隠
岐
国
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
吉
晴
の
実
名
が
、
吉
定
↓
吉
直
↓
吉
胖
1
可
胖
1
可
晴
・
吉
晴
共
用
↓
吉

晴
と
変
化
し
た
時
期
を
、
吉
晴
の
発
給
文
書
よ
り
説
明
し
た
。
吉
晴
花
押
の
変
遷
か
ら
は
、

吉
晴
の
花
押
は
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
特
に
、
Ⅲ
型
花
押
は
、
「
可
晴
」
を
名
乗
っ
た
時

期
に
も
使
用
し
て
い
る
、
さ
ら
に
花
押
の
変
遷
か
ら
年
未
詳
文
書
の
年
代
比
定
を
行
っ
た
。

吉
晴
所
領
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
佐
和
山
・
浜
松
に
お
け
る
吉
晴
領
及
び
尾
張
・
g
の

所
領
と
遠
江
西
部
の
太
閤
蔵
入
地
に
つ
い
て
新
知
見
を
加
え
た
。

忠
氏
は
、
慶
長
五
年
(
一
六
0
0
)
に
は
忠
氏
を
名
乗
っ
て
い
た
。
彼
が
、
堀
尾
{
条

臣
団
へ
の
知
行
宛
行
を
主
導
し
、
出
雲
国
外
の
寺
社
へ
忠
氏
が
寄
進
状
を
出
し
て
い
た
。

国
内
と
国
外
で
文
書
を
発
給
す
る
役
割
分
担
が
、
堀
尾
家
中
で
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推

測
し
、
国
外
の
寺
社
へ
忠
氏
に
ょ
り
寄
進
状
発
給
が
な
さ
れ
た
事
は
、
国
主
が
忠
氏
で
あ

る
こ
と
を
示
す
も
の
と
墾
鯛
し
た
。

本
稿
付
載
の
「
堀
尾
氏
関
係
史
料
目
録
」
は
、
不
完
舎
も
の
で
あ
る
。
今
後
史
料
を

^
^
^
^
し
た
い
。
ま
た
、
^
^
中
^
^
に
つ
い
て
は
、
^
7
後
の
^
究
^
^
と
し
た
い
。

注
(
1
)
『
太
閤
記
』
は
、
吉
晴
に
仕
え
て
い
た
小
瀬
甫
庵
に
ょ
る
著
作
で
あ
る
。
忠
晴
へ
の
仕
官
の
焚
=

が
あ
っ
た
山
鹿
素
行
に
ょ
る
狸
の
『
武
家
事
紀
』
で
は
、
堀
尾
家
臣
堀
尾
但
馬
・
揖
斐
伊
豆

の
人
物
像
に
つ
い
て
、
素
行
の
親
族
が
仕
え
た
平
戸
藩
王
松
浦
将
編
『
武
功
雑
記
』
と
の
共
通

性
が
見
ら
れ
る
。

延
宝
六
年
(
一
六
七
八
)
に
書
写
さ
れ
左
響
不
詳
の
『
堀
尾
家
伝
』
(
国
立
公
文
書
館
所
越
な

ど
の
伝
器
の
成
立
が
見
ら
れ
る
。
幕
末
期
に
岡
谷
繁
実
に
ょ
り
『
太
閤
記
』
な
ど
諸
書
を
集
大

成
し
た
『
名
響
行
録
』
が
器
て
い
る
。

(
2
)
『
寛
永
諸
永
系
図
伝
』
に
は
堀
尾
氏
改
易
直
後
の
た
め
堀
尾
氏
の
器
は
な
く
、
需
類
の
提

出
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
幕
府
が
、
讐
の
家
譜
提
出
を
命
じ
、
貞
享
三

年
(
一
六
八
一
◇
に
成
立
し
た
員
享
書
上
」
に
堀
尾
家
と
姻
戚
関
係
を
持
つ
石
川
家
か
ら
堀
尾

氏
の
{
鉦
叩
が
提
出
さ
れ
た
。
「
貞
享
書
上
」
を
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
に
編
集
し
た
『
譜
篠
録
』

が
現
存
し
、
『
寛
政
重
修
部
憩
蚕
巴
四
寮
材
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
堀
尾
家
菩
提
寺
で
あ
る
春

光
院
に
も
「
堀
尾
需
系
」
(
『
松
江
市
歴
史
叢
書
』
1
所
収
)
と
い
う
堀
尾
壽
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
坐
菌
内
の
認
に
は
松
平
直
政
・
綱
隆
に
仕
え
倫
響
黒
沢
石
斎
に
ょ
る
承
応
二
S
寛
文

元
年
(
一
六
五
三
S
六
一
)
に
曹
れ
た
『
懐
橘
談
』
が
あ
る
。
ま
た
、
黒
沢
長
尚
に
ょ
り
享
保

七
年
(
一
七
三
マ
に
『
再
誌
』
が
成
立
t
る
。
宝
暦
年
間
成
立
(
一
七
五
S
六
四
)
の
『
雲

陽
大
談
』
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
器
に
は
、
出
雲
各
郡
寺
社
の
由
来
な
ど
に
堀

尾
氏
に
関
わ
る
事
蹟
を
記
載
す
る
。
ま
た
、
松
平
氏
藩
政
下
の
松
江
藩
士
に
ょ
り
堀
尾
籍
帳
の

第
写
が
行
わ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
松
江
藩
の
儒
一
署
で
あ
っ
た
桃
節
山
に
ょ
る
『
出
織
史
』
に

堀
尾
三
代
の
歴
史
を
記
述
し
て
い
る
。
需
山
は
、
「
節
山
史
料
」
と
い
う
題
名
で
収
蛋
料
を
纏

め
て
い
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
「
一
即
山
史
料
」
の
一
部
は
、
『
松
江
市
誌
』
狸
時
の
史
料
に
用
い

ら
れ
て
い
る

(
4
)
『
島
根
県
史
』
第
七
・
八
巻
、
島
俗
小
璽
壁
八
・
九
巻
)
一
九
三
0
年
。
(
名
著
出
版
よ
り
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一
九
七
二
年
劣
さ
れ
た
。
以
モ
特
に
明
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
獣
1
文
中
で
は
使
用
t
る
)
『
松

江
需
』
上
野
富
太
郎
・
野
津
静
一
郎
編
、
松
江
市
一
九
四
一
年
(
名
著
出
版
よ
り
一
九
七
三

年
停
剣
さ
れ
た
)
。

(
5
)
『
新
修
島
根
貴
』
通
史
編
1
、
島
根
県
一
九
六
七
年
。
(
臨
川
書
店
よ
り
一
九
八
四
年
野
さ

れ
た
)
を
代
表
と
t
る
島
根
晶
の
戦
後
の
自
治
体
史
に
は
恩
田
清
氏
の
「
出
吉
お
け
る
堀

尾
検
地
の
概
況
」
恩
田
清
著
『
郷
士
』
一
五
島
根
郷
士
研
究
会
、
一
九
六
三
年
な
ど
検
地
帳
を

分
析
し
た
研
究
が
多
い
。

(
6
)
堀
尾
吉
晴
の
人
物
伝
と
し
て
、
「
堀
尾
吉
晴
」
岩
成
博
著
『
大
名
列
伝
』
 
2
武
功
編
下
児
玉
圭
・

木
村
礎
編
、
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
。
「
堀
尾
吉
晴
」
藤
澤
秀
晴
著
『
山
陰
の
武
将
』
正
編
、

藤
岡
大
拙
・
藤
澤
秀
霧
山
陰
実
新
郡
、
一
九
七
四
年
。
『
堀
尾
吉
晴
』
島
田
成
矩
著
今

井
書
店
一
九
九
五
午

(
7
)
松
江
城
の
研
究
と
し
て
、
戦
前
の
研
究
と
し
て
、
「
千
鳥
城
の
築
城
と
そ
の
城
下
」
岡
田
射
雁
者
『
松

陽
新
報
』
一
九
0
六
年
四
月
(
『
郷
士
轟
島
根
叢
書
』
第
一
篇
島
根
縣
教
育
會
編
、
一
九
三
三

年
に
再
録
)
。

「
松
江
城
」
輩
充
安
著
『
島
根
県
史
要
』
、
島
誤
私
立
教
育
會
編
、
一
九
0
七
年
。
「
千
鳥
城

址
」
奪
燧
威
四
謡
『
島
根
畠
蹟
名
勝
天
然
黒
物
調
査
繋
口
第
二
回
』
、
島
根
旧
丙
需
霧

器
、
一
九
二
五
年
。
注
(
4
)
の
『
島
根
号
』
と
『
松
江
市
壮
鵬
を
諄
る
と
と
が
で
き
る
。

戦
後
の
研
究
と
し
て
『
重
要
文
化
財
松
江
城
天
守
閣
修
理
工
事
報
告
書
』
、
松
江
城
天
守
修
理
事

務
所
編
、
一
九
五
五
年
。
『
松
江
城
』
河
田
忠
親
著
、
今
井
書
店
一
九
六
七
年
。
『
松
江
城
の
城

郭
復
元
と
史
料
1
松
江
城
の
城
郭
図
を
め
ぐ
り
て
1
』
島
田
成
矩
著
、
発
行
元
不
明
、
一
九
七
0

年
。
「
1
松
江
城
の
城
郭
に
つ
い
て
1
一
島
田
成
矩
著
『
島
根
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
十
集
、

島
根
県
教
育
委
員
会
一
九
七
五
年
。
「
松
江
城
城
下
図
と
城
下
町
(
一
)
」
島
田
成
矩
著
『
松

江
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
松
江
工
業
高
等
専
問
学
校
、
一
九
七
六
年
。

「
松
江
城
城
下
図
と
城
下
町
(
己
 
1
松
江
の
発
生
と
そ
の
年
代
1
」
島
田
成
矩
著
『
松
江
工
業

高
等
専
問
学
校
研
究
紀
要
』
第
十
二
号
、
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
一
九
七
七
年
。
「
松
江

城
城
下
図
と
城
下
町
今
三
島
田
成
矩
著
『
松
江
工
業
高
等
専
岡
学
校
研
究
紀
要
』
第
十
三

号
、
松
江
工
鬻
等
専
問
学
校
一
九
七
八
年
。
「
松
江
城
」
『
日
本
城
郭
大
系
』
一
四
新
人
物

往
来
社
、
一
九
七
九
年
。
『
増
補
松
江
城
物
語
』
島
田
成
矩
著
今
井
書
店
一
九
九
九
年
(
初

版
一
九
八
五
年
)
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
と

な
っ
た
「
堀
尾
期
松
江
城
下
町
禽
」
を
用
い
た
『
城
下
町
栓
を
歩
く
ー
 
1
栓
の
誕
生
と

町
の
し
く
み
1
」
ふ
る
さ
と
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
山
陰
の
県
{
と
文
化
2
、
松
尾
寿
著
た
た
ら
書
房
、

一
九
八
六
年
が
、
発
表
さ
れ
る
。
他
に
発
掘
調
査
関
係
の
報
告
書
な
ど
多
数
の
松
江
城
関
係
の
研

究
が
存
在
す
る
。

(
8
)
「
堀
尾
家
殴
」
『
新
修
島
根
旧
重
』
資
希
2
所
収
は
、
底
三
年
(
一
八
六
七
)
の
筆
写
で
あ
り
、

他
の
史
料
の
ず
弊
を
ど
の
程
度
受
け
て
い
る
か
、
史
料
批
判
を
行
い
な
が
ら
利
用
t
る
必
要
が
あ

る
。

(
9
)
武
功
夜
話
に
関
t
る
史
県
判
は
、
『
魯
『
武
功
夜
話
』
の
研
究
』
藤
本
正
行
・
鈴
査
哉
著

洋
泉
社
、
一
る
0
二
年
に
代
表
さ
れ
る
響
説
を
と
る
研
究
が
あ
る
。

栗
調
査
を
行
っ
た
轟
研
究
と
し
て
「
『
武
功
壽
』
の
成
立
時
期
を
め
ぐ
つ
て
」
三
鬼
清
一
郎

著
、
『
織
豊
期
研
究
』
 
2
、
織
豊
期
研
究
会
、
一
る
0
0
年
。
「
家
伝
史
料
『
武
功
夜
話
』
の
研
究
」

3
、

小
和
田
哲
墨
二
日
本
歴
史
』
泛
、
吉
川
弘
文
館
、
二
0
0
八
年
が
あ
り
、
新
人
物
往
来
社
版
『
武

27

功
夜
話
』
は
、
江
戸
中
頃
か
ら
幕
末
に
か
け
て
加
筆
等
を
加
え
た
写
本
と
t
る
。

(
W
)
『
堀
尾
吉
晴
と
忠
氏
』
佐
々
木
倫
朗
著
松
江
市
教
育
委
昌
谷
松
江
市
ふ
る
さ
と
文
庫
4
、

二
0
0
八
年
(
単
著
a
と
す
る
)
。
「
初
代
藩
王
は
誰
?
」
同
著
(
『
松
江
藩
の
時
代
』
山
陰
実
新

器
、
二
0
0
八
年
。
初
出
二
0
0
七
年
。
論
文
a
と
す
る
)
。
「
W
藩
王
再
論
」
同
著
(
『
山
陰

奥
新
報
』
二
0
0
九
年
九
月
二
十
六
日
・
十
月
三
日
付
紙
面
。
論
文
b
と
す
る
)
。

(
Ⅱ
)
『
城
下
町
松
江
の
誕
生
と
町
の
し
く
み
』
松
尾
孝
者
松
江
市
教
育
委
員
会
松
江
市
ふ
る
さ
と

文
庫
5
、
一
る
0
八
年
(
注
(
7
)
『
城
下
町
松
江
を
歩
く
ー
 
1
松
江
の
誕
生
と
町
の
し
く
み
1
』
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ふ
る
さ
と
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
山
陰
の
自
然
と
文
化
2
、
松
尾
寿
著
た
た
ら
書
房
、
一
九
八
六
午
を

全
面
野
し
て
い
る
J

(
口
)
『
堀
尾
吉
晴
,
松
江
城
へ
の
道
』
山
根
正
明
著
松
江
市
教
育
委
員
会
松
江
市
ふ
る
さ
と
文
庫
6
、

二
0
0
九
年

(
玲
)
『
織
餘
録
』
に
ょ
る
と
堀
尾
忠
晴
は
、
娘
の
嫁
い
だ
石
川
家
に
、
堀
尾
氏
の
関
係
文
書
を
引
轟

が
せ
て
い
る
。
堀
尾
吉
晴
・
忠
氏
・
忠
晴
等
堀
尾
一
族
の
需
を
載
せ
る
『
寧
固
瓢
筵
(
国
立

公
文
書
館
所
蔵
)
の
表
紙
見
返
し
に
亀
山
藩
石
川
家
の
人
に
ょ
り
書
か
れ
た
旨
発
さ
れ
て
い
る
。

藤
澤
秀
晴
氏
は
、
「
堀
尾
吉
晴
」
『
山
陰
の
怠
』
に
お
い
て
石
川
憲
之
(
講
外
孫
)
の
残
し
た

書
と
す
る
が
、
典
拠
を
明
記
し
て
い
な
い
。

(
N
)
堀
尾
一
族
の
う
ち
、
但
馬
の
家
は
、
松
平
直
政
に
仕
え
、
松
江
藩
士
と
な
っ
た
。
そ
の
子
孫
の
所

蔵
し
た
史
料
は
、
明
鞭
新
後
明
治
三
十
六
年
(
一
九
9
己
一
月
五
日
未
明
の
古
江
籍
願

寺
の
火
災
令
山
陰
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
一
月
六
日
付
)
に
ょ
り
、
伝
来
文
書
の
多
く
を
失
っ
た

と
、
『
島
根
塾
』
 
8
に
記
曾
れ
て
い
る
。

(
巧
)
東
京
大
学
史
料
狸
所
の
史
獄
訪
で
堀
尾
家
臣
で
あ
っ
た
湿
家
山
路
永
(
需
類
と
「
堀

尾
家
給
低
異
本
の
影
写
あ
り
)
の
史
料
甜
査
さ
れ
て
い
る
。

伯
耆
国
会
見
郡
皆
生
村
(
米
子
市
内
)
に
堀
尾
家
臣
が
移
住
し
た
こ
と
が
伯
耆
の
地
竺
伯
耆
民

獣
筵
に
見
え
、
幕
末
の
鳥
取
藩
官
選
地
竺
伯
耆
士
心
』
に
関
係
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

谿
)
文
中
引
用
史
料
は
、
「
堀
尾
氏
関
係
史
料
目
録
」
(
山
)
と
対
照
さ
せ
て
い
る
。

(
Ⅱ
)
『
岐
阜
墨
』
資
握
胴
古
代
中
世
生
坪
内
文
書
n
号

(
玲
)
『
大
日
本
史
料
』
Ⅱ
1
2
。
他
に
『
兵
庫
畠
』
次
n
胴
中
世
3
、
柏
原
八
幡
鴛
文
書
8
・
9
牙

(
玲
)
『
東
浅
井
郡
杢
 
1
 
池
野
文
書
1
号

⑳
「
第
二
章
中
世
の
今
立
町
第
三
節
織
豊
時
代
の
今
立
町
」
松
原
信
之
執
筆
『
今
立
黒
』
第

九
八
一

一
年

一
巻
本
編
、
今
立
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
、

『
福
井
Ⅲ
山
↑
資
判
編
6
に
収
録

(
幻
)
『
今
立
需
』
 
2
、
三
田
村
家
文
勇
号
。

他
↑

(
器
)
『
福
井
号
』
資
希
6
、
佐
治
覚
右
衛
門
家
文
書
幻
号

(
器
)
『
福
井
塾
』
資
淋
5
、
上
坂
一
夫
家
文
書
器
号

余
)
色
川
本
田
中
文
書
(
東
京
大
学
史
料
狸
所
所
蔵
謄
写
本
)
。
『
柳
川
の
歴
史
3
 
筑
後
国
主
田
中

吉
政
・
忠
政
』
中
野
等
著
柳
川
圭
編
集
委
員
会
ご
一
0
0
七
年
で
は
、
「
田
中
民
部
大
輔
書
状

写
」
(
儷
義
塾
崟
畢
田
爰
文
庫
所
蔵
)
を
用
い
た
読
み
下
し
文
を
載
せ
る
。

余
Y
汪
(
W
)
佐
々
木
倫
朗
単
著
a

飴
)
『
柏
原
八
幡
#
伝
予
貞
料
目
録
』
柏
原
町
歴
史
民
俗
資
欝
調
査
報
告
1
、
柏
原
町
歴
史
民
俗
資

P
B
編
一
九
九
三
年

(
野
)
『
杢
呈
復
興
蓮
法
要
記
今
茜
西
恩
寺
(
福
井
旧
丕
局
浜
町
)
一
九
九
七
年

(
器
)
『
秀
吉
を
支
え
た
武
将
田
中
吉
政
』
、
市
立
長
張
歴
史
博
物
館
・
岡
崎
市
美
復
物
館
・
柳
川

古
善
儒
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
二
0
0
五
年
。
 
U
頁

西
)
『
三
戸
市
史
』
第
一
巻
二
戸
市
里
四
ん
委
員
希
、
二
0
0
0
年
。
臨
頁

(
四
『
大
日
本
史
料
』
姶
1
U
 
補
遺
狗
真
慶
長
十
六
年
(
一
六
三
)
六
月
十
七
日
条

(
迅
『
柘
国
寺
蔵
西
笑
和
尚
文
案
』
伊
藤
真
昭
、
上
田
純
一
、
原
田
正
俊
秋
宗
康
子
共
編
、
思
文
閣
出
版

二
0
0
七
年
。
 
M
頁

(
噐
)
『
今
立
器
』
籍
編
2
、
今
立
町
一
九
八
一
年
。
口
絵
写
真

露
)
『
武
生
市
史
』
資
鷲
吊
神
社
・
佛
寺
所
蔵
文
書
、
一
九
六
五
午
口
塗
真

(
誕
)
局
池
蜑
に
お
い
て
、
水
野
忠
重
の
殺
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
重
傷
を
負
う
事
と
な
っ
た
。
事

件
は
、
吉
県
、
水
野
忠
重
と
加
賀
井
秀
望
と
同
席
し
た
際
に
、
秀
望
に
ょ
り
、
忠
重
は
殺
害
さ
れ
た
。

秀
望
は
、
吉
晴
§
ち
取
ら
れ
た
が
、
忠
重
の
家
臣
等
に
吉
晴
の
忠
重
殺
害
を
疑
わ
れ
、
負
傷
し

た
と
さ
れ
る
。
慶
長
五
年
八
月
二
日
と
同
月
十
三
日
付
堀
尾
帯
刀
宛
希
{
康
書
状
需
牒
餘
録
』

<
堀
尾
帯
刀
>
所
収
)
で
、
{
震
は
吉
晴
へ
の
見
舞
状
を
出
し
て
い
る
。
吉
晴
は
、
翌
年
、
{
一
康
の

前
で
関
ケ
煉
介
鞍
時
に
負
傷
し
、
浜
松
に
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
(
『
改
定
史
符
軍
覧
』
部
『
慶

^
^
^
ト
立
^
↓
^
^
一
^
弌
^
^
^
プ
ー
ー
.
^
日
^
^
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(
舗
)
慶
長
五
年
八
月
八
日
付
田
中
吉
次
宛
書
状
写
で
は
、
岡
崎
で
治
癒
を
受
け
た
礼
を
述
べ
て
お
り
、
「
印

判
写
」
発
さ
れ
花
押
を
用
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
御
武
功
記
」
『
山
内
亥
史
料
』
(
一
豊
八
患

の
慶
長
五
年
八
月
二
十
六
日
付
吉
晴
書
状
写
で
は
、
「
印
判
」
を
使
用
し
て
い
る
。

(
豁
)
『
武
家
事
紀
』
巻
飢
『
山
鹿
素
行
全
集
』
所
収
文
書

(
部
)
(
天
正
二
十
年
)
(
一
五
九
二
)
十
月
十
日
付
関
白
宛
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
『
青
索
史
』
喜
1
、

Ⅸ
号

(
絽
)
文
禄
二
年
(
一
五
九
邑
卯
月
付
制
札
(
浜
松
市
中
区
普
済
寺
蔵
)
が
末
需
。

西
)
出
契
社
宝
物
館
所
蔵

(
如
)
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
影
写
本

(
U
Y
在
(
迅
。
細
頁

(
此
)
『
没
後
四
0
0
年
木
食
応
其
』
特
別
展
図
録
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
、
二
0
0
八
年
。
"
真

(
娼
)
「
堀
尾
古
記
」
『
新
修
島
根
県
史
』
資
料
編
2
は
、
天
正
十
二
年
S
正
保
元
年
(
一
五
八
四
S

一
六
四
四
二
月
ま
で
の
巽
で
あ
り
、
堀
尾
期
の
出
雲
お
情
勢
を
伝
え
る
史
埜
あ
る
。

(
"
)
『
大
日
本
史
料
』
姶
1
8
。
慶
長
十
六
年
(
一
六
一
一
)
六
月
十
七
日
条

(
,
汪
(
g

(
妬
)
「
御
手
懐
見
晝
『
大
日
本
史
料
』
松
1
ー
。
慶
長
八
年
三
月
三
日
条

(
好
)
「
御
手
偲
星
青
」
『
大
日
本
史
料
』
口
1
3
。
慶
長
十
一
年
三
月
一
日
条

(
娼
)
注
(
如
)
。
慶
長
十
五
年
二
月
ま
で
の
使
用
が
確
雫
き
る
。
今
後
、
未
張
の
年
未
妾
勇

年
代
比
定
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
四
)
『
新
修
島
根
量
』
資
儲
2

弱
)
『
松
江
市
歴
史
叢
書
』
 
1

(
駐
)
堀
尾
氏
旧
領
の
地
域
で
麺
県
ぎ
れ
た
地
曹
つ
い
て
充
分
に
調
査
し
て
い
な
い
が
、
遠
江
国
内
で

近
世
に
篇
、
れ
た
『
掛
川
誌
稿
』
、
『
遠
江
国
風
士
記
伝
』
に
は
堀
尾
氏
に
関
わ
る
記
事
を
確

(
認
)
円
成
寺
所
蔵
。
注
(
6
)
『
堀
尾
士
邑
島
田
成
矩
著
、
窈
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

翁
)
『
糎
一
宗
璽
』
第
5
巻
、
詑
号

こ
の
書
状
は
、
『
柳
川
の
歴
史
3
 
筑

(
邑
「
東
京
大
学
史
料
一
狸
所
所
蔵
編
年
文
書
家
分
」

乾
舗
。

後
国
主
田
中
吉
政
・
忠
政
』
中
野
等
著
、
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
二
0
0
七
年
に
東
京
大
学
史

准
器
所
所
蔵
田
琴
本
倫
み
下
し
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

露
Y
汪
(
邑

(
鶚
)
注
(
四
「
堀
尾
{
雷
讐
」
に
元
飽
二
年
(
一
五
七
J
 
に
近
江
国
長
雫
三
0
0
石
を
与
え
ら

れ
た
と
あ
る
。
大
野
木
は
、
近
江
国
坂
田
郡
内
で
あ
る
た
め
、
堀
尾
吉
晴
鋸
方
目
曾
見
え
る
「
平

野
分
、
三
 
0
四
石
」
と
見
え
五
堀
尾
家
臣
に
組
み
込
ま
れ
た
平
野
氏
の
所
領
に
含
ま
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

(
訴
)
『
史
跡
黒
井
城
跡
保
存
管
郡
画
策
定
報
告
書
』
、
兵
庫
県
春
日
町
編
、
兵
庫
県
春
日
町

一
九
九
三
年

(
認
)
『
命
旧
貫
』
轟
編
中
世
4
、
柏
原
八
幡
神
社
1
号

認
で
き
る
。

(
四
注
(
四

(
釦
Y
荘
(
●
)
、
「
堀
尾
需
録
」
で
は
、
「
希
小
浜
三
プ
、
壱
万
石
、
始
テ
城
主
二
被
仰
付
」
と
あ
る
。

「
小
浜
」
は
、
「
覆
」
の
誤
り
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
る
。

(
包
注
(
邑

(
能
)
「
佐
和
山
城
と
甚
領
玉
尾
毛
介
(
古
晞
)
 
1
天
正
一
三
年
閏
八
月
廿
一
日
付
け
堀
尾
毛
介
宛

て
魂
秀
吉
「
新
所
々
知
行
方
目
録
」
の
検
討
1
」
村
井
毅
史
著
『
近
江
佐
和
山
城
・
彦
根
城
』
、

城
訟
蓼
編
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
二
0
0
七
年

(
郁
Y
征
(
給
)
「
堀
尾
吉
晴
語
目
録
」
で
、
「
犬
上
郡
徐
分
」
三
、
0
五
五
石
、
「
坂
田
郡
平
野
分
」
一

-
 
0
四
石
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
久
徳
分
」
に
つ
い
て
、
犬
上
郡
多
賀
庄
内
(
彦
根
市
と
魯
町

一
帯
)
三
、
0
0
0
石
の
知
行
を
誘
る
天
正
十
一
年
(
一
五
八
一
己
八
月
朔
日
付
「
徐
左
近
兵

衛
男
羽
柴
秀
士
嶺
知
宛
行
状
写
」
『
新
修
根
市
史
』
第
五
巻
剛
号
と
同
日
付
「
久
徳
左
近
兵
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衛
尉
鋸
目
録
写
」
『
新
修
根
市
史
』
第
五
巻
衞
号
が
残
さ
れ
犬
上
郡
内
の
堀
尾
領
は
久

徳
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
坂
田
郡
の
平
野
分
に
つ
い
て
は
、
「
鋸
方
目
録
」
が
残

さ
れ
て
い
な
い
。
注
(
g
 
の
村
井
氏
論
文
で
は
、
『
信
長
公
記
』
に
見
え
る
近
江
衆
の
平
野
士
佐

守
か
、
そ
の
一
族
と
推
測
し
て
い
る
。

(
悦
Y
涯
(
W
)
佐
々
木
倫
朗
単
著
a

露
Y
汪
金
)
山
根
正
明
著

8
、

(
鉐
)
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
 
0
、
釣
号

02

(
脚
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
滋
賀
県

(
朋
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
滋
賀
県
。
天
正
十
九
年
に
も
秀
吉
の
直
轄
地
で
あ
る
。

(
釣
)
 
S
 
介
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
滋
賀
県

(
π
)
例
え
ば
、
若
狭
の
鉄
を
朝
妻
よ
り
大
垣
ま
で
の
運
搬
(
鸞
器
)
、
東
山
大
仏
殿
造
営
の
木
材
の
柏

原
よ
り
嬰
ま
で
の
運
搬
(
地
紛
)
、
杜
争
作
事
用
木
材
の
美
濃
程
よ
り
里
ま
で
の
器
(
M

器
)
な
ど
物
資
の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。

(
袷
)
『
新
修
彦
根
市
史
』
第
5
巻
、
脚
号

元
)
『
山
内
蚕
料
』
一
曲
豆
公
紀
、
山
内
{
蚤
料
刊
行
委
員
会
編
、
山
内
神
社
宝
物
資
譜
二
九
八
0
年
。

明
治
末
S
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
ま
で
「
山
内
塞
永
參
碍
所
」
工
1
れ
た
山
内
家
歴
代
藩

主
の
鴛
の
う
ち
初
代
山
内
一
豊
の
循
。
戦
災
に
ょ
り
原
史
料
の
多
く
が
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

元
)
『
難
窃
業
録
』
6
所
収
文
書

元
)
財
団
法
人
石
川
文
化
聖
財
団
お
茶
の
水
図
書
蔑
簣
堂
文
庫
所
蔵
堀
尾
文
書
。

(
π
)
 
S
 
西
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
愛
知
県

(
即
)
徳
川
{
黍
領
の
磐
田
郡
条
一
、
0
0
0
石
分
も
老
え
ら
れ
る
。

(
釘
)
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
松
、
山
号
。
「
織
鼎
雄
分
雛
」
は
、
曾
侃
の
尾
張
・
g
領
有
時

代
の
家
臣
団
の
知
行
地
を
貫
高
柔
忍
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
『
希
県
史
』
資
料
編
松
で
は
、

天
正
十
三
年
(
一
玉
八
五
当
時
の
知
行
地
を
各
給
人
単
位
で
書
き
上
げ
た
と
し
、
天
正
十
一
年

の
検
地
に
基
づ
く
宛
行
を
基
礎
と
し
、
小
牧
・
長
久
手
合
戦
中
の
知
行
替
や
戦
後
の
加
増
な
ど
知

行
地
の
変
動
を
反
映
し
て
い
る
。
天
正
十
一
 
S
十
三
年
の
織
田
儒
宛
行
状
を
回
収
し
作
成
し
た

と
考
え
ら
れ
、
小
牧
・
長
久
手
合
戦
の
後
の
信
雄
領
国
の
莱
に
伴
い
変
動
し
た
知
行
の
変
動
を

希
握
t
る
目
的
で
侮
さ
れ
た
と
す
る
。

(
認
)
「
第
八
章
天
下
人
の
直
轄
地
第
二
節
炉
遅
豊
則
の
支
配
」
白
峰
旬
勃
卓
『
新
修
名
古
屋
血
』

第
二
巻
新
修
名
古
屋
市
史
編
集
委
員
会
編
、
一
九
九
八
年
。
尾
張
の
堀
尾
領
の
状
況
は
不
明

で
あ
る
。

(
器
)
『
思
文
閣
古
書
倫
目
録
』
郡
卯
号

(
迅
 
S
 
(
卯
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
三
重
県

(
飢
)
『
三
重
畏
』
資
淋
近
世
1
、
断
号
・
山
号

(
兜
)
亀
山
市
博
物
館
所
蔵
。
「
亀
山
と
天
下
人
」
小
図
録
写
真
よ
り
翻
刻
し
た
。

露
)
『
三
重
哩
賀
』
資
希
近
世
1
、
 
W
号

(
別
)
「
崟
城
」
『
日
本
城
郭
大
系
』
 
9
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
0
年
。
『
長
者
屋
敷
造
跡
崟
城
跡
・

中
冨
田
西
浦
遺
跡
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
鄭
1
ー
、
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
六
年

(
鮖
)
『
第
4
回
亀
山
市
文
化
財
調
査
速
報
展
示
瓦
』
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
亀
山
市
博
物
館
編
、
二
0
0
八

年

(
蛤
)
同
右
。
出
士
瓦
と
石
垣
石
材
か
ら
、
堀
尾
氏
の
崟
城
整
備
を
示
唆
し
て
い
る
。

(
町
)
『
三
重
墨
』
獅
編
近
世
1
、
川
号

(
蛤
Y
汪
(
弓
の
鴛
に
関
係
史
業
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

西
)
『
近
暢
期
社
会
の
基
礎
構
造
』
本
多
隆
僻
、
吉
川
弘
文
館
一
九
八
九
年

爾
)
注
元
)

(
川
)
財
鼎
人
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
県
一
蔑
簣
堂
文
庫
所
蔵
。
堀
尾
文
書
。
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(
呪
)
第
二
節
吉
晴
花
押
の
変
遷
で
述
べ
た
Ⅲ
型
花
押
で
あ
る
。

余
)
・
余
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
繋
静
岡
県

(
妨
)
『
日
本
鼎
大
辞
典
』
で
は
、
「
川
成
」
を
洪
水
の
た
め
に
士
砂
溌
出
し
て
川
原
に
な
っ
た
荒
里
、

こ
の
士
地
の
年
貢
課
役
は
免
除
さ
れ
て
い
た
と
t
る
。

(
鄭
)
『
日
本
鼎
大
辞
典
』
で
は
、
「
永
荒
」
を
災
害
な
ど
の
た
め
に
田
畑
や
屋
敷
が
復
旧
の
見
込
み
の

立
た
な
い
ほ
ど
荒
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(
断
Y
涯
(
明
)
の
本
多
氏
に
ょ
る
山
内
氏
領
域
の
研
究
に
よ
る
と
、
慶
長
二
S
三
年
(
一
五
九
七
S

九
八
)
に
か
け
て
各
村
で
ほ
ぼ
一
 
0
%
前
後
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
と
し
、
佐
野
郡
平
野
村
で
は
、

文
禄
四
年
と
慶
長
四
年
を
比
較
す
る
と
定
物
成
は
三
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
要

因
は
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
毎
年
川
成
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
不
作
地
が
累
積
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
堀
尾
領
内
で
も
同
様
の
楚
に
陥
っ
て
い
た
と
と
が
、
こ
の

史
料
か
ら
窺
っ
と
と
が
で
き
る
。

(
鵬
)
『
検
証
・
山
内
一
豊
伝
説
』
渡
辺
淳
著
議
社
二
0
0
五
年
。
鄭
・
断
頁

601

(
鵬
)
美
老
連
署
知
行
宛
行
状
写
『
術
{
康
文
書
の
研
究
』
署
細
S
揃
頁

余
Y
汪
(
幻
)

金
)
慶
長
五
年
五
月
十
三
日
付
堀
尾
纂
守
宛
豊
臣
家
三
奉
行
連
署
書
状
写
。
「
加
賀
古
文
書
」
『
加
賀

藩
史
料
』
 
1
所
収
。
加
賀
か
ら
江
戸
へ
向
う
前
田
{
条
臣
に
、
浜
松
で
米
と
大
豆
を
与
え
る
こ
と

(
徐
)
。
同
年
六
月
二
十
五
日
付
堀
尾
信
濃
守
他
七
名
宛
豊
臣
家
三
奉
行
連
署
書
状
「
兼
松
文
聿
ど
。

会
津
攻
め
に
従
軍
す
る
兼
松
正
吉
へ
の
兵
糧
と
轟
の
蒋
を
東
海
道
筋
の
領
主
へ
命
じ
ら
れ

堀
尾
忠
氏
に
、
一
建
江
国
見
付
(
磐
田
市
)
で
兼
松
正
吉
へ
仏
将
を
行
う
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。

磊
送

嵒
)
「
堀
尾
金
助
と
裁
断
橋
」
山
田
秋
衛
著
『
熱
田
裁
断
橋
物
語
』
社
本
器
編
、
姥
堂
裁
断
橋
保
存
会
・

堀
尾
遺
跡
顕
彰
会
、
一
九
七
0
年
、
(
詔
『
堀
尾
金
助
と
裁
断
橋
』
文
化
財
叢
電
条
三
一
号
、
名

古
屋
市
文
化
財
調
査
保
存
委
員
会
一
九
六
二
怨
に
は
愛
知
県
大
口
町
桂
林
寺
蔵
『
古
城
由

詣
』
(
明
和
年
問
の
成
立
力
)
に
吉
晴
の
従
弟
と
の
説
を
挙
げ
る
。
「
第
七
章
全
国
制
覇
に
む
か
っ

て
第
四
節
豊
臣
秀
吉
の
登
場
」
加
藤
益
幹
執
筆
『
新
修
名
古
屋
市
史
』
第
二
巻
で
は
尾
張

に
士
着
し
た
堀
尾
氏
の
一
族
の
出
身
で
あ
る
可
佐
が
高
い
と
す
る
。
『
堀
尾
吉
晴
』
島
田
成
矩
著

で
は
、
尾
張
の
堀
尾
氏
出
身
で
、
吉
晴
の
養
子
と
な
っ
た
と
の
説
を
掲
け
る
。

余
)
「
浅
野
幸
長
蔚
山
籠
城
響
状
案
紙
」
『
大
日
本
古
文
書
』
浅
野
家
文
書
断
号

金
)
『
織
際
録
』
<
堀
尾
帯
刀
>
所
収

余
)
『
今
立
器
』
資
欝
2
§
面
村
{
委
書
器
号

(
山
)
『
改
定
史
篭
契
陛
鉛
、
『
慶
長
年
中
上
徳
』
慶
長
五
年
(
一
六
0
0
)
九
月
十
五
日
条

6
、
2

(
川
)
『
関
ケ
原
合
戦
と
近
世
の
国
制
』
笠
谷
和
比
古
著
思
文
閣
出
版
二
0
0
0
年
。
関
ケ
原
合
戰
で

知
行
宛
行
状
を
発
給
せ
ず
、
 
R
頭
伝
達
に
ょ
り
因
寓
貝
を
与
え
た
と
す
る
。

余
Y
汪
(
四

余
)
『
那
須
文
化
研
究
』
 
B
 
「
黒
羽
町
所
蔵
の
関
ケ
原
合
戦
関
係
文
書
に
つ
い
て
」
§
ぢ
、

31

(
櫛
)
『
相
国
寺
蔵
西
笑
和
尚
文
安
杢
翻
号

(
辺
)
・
(
彪
)
注
(
4
)
『
島
根
畠
』
第
8
巻
、
 
U
頁

余
)
湯
浅
轟
は
大
正
十
五
年
(
一
九
王
◇
千
帋
向
寒
川
町
湯
浅
豊
作
氏
所
蔵
文
書
を
影
写
し
た
。

現
在
所
在
不
明
で
あ
り
、
情
報
を
ご
存
知
の
方
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

途
)
『
福
井
塾
』
資
淋
2
 
湯
浅
文
書

儒
)
東
京
大
学
史
1
所
所
蔵
影
写
本

(
Ⅸ
)
『
因
伯
讐
』
 
4
。
『
伯
老
星
膿
は
、
文
書
年
号
や
記
事
に
将
を
要
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
堀
尾
家
臣
の
樋
口
氏
の
由
緒
と
し
て
、
大
坂
の
陣
の
後
、
堀
尾
氏
に
仕
官
し
、
元
和
六
年

(
一
六
二
0
)
の
年
号
の
知
行
宛
行
状
の
発
給
を
受
け
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
忠
氏
の
没
年
か
ら
こ

の
文
書
は
、
慶
長
六
年
で
あ
る
と
雄
し
た
。
ま
た
、
「
堀
尾
家
巽
」
で
は
、
樋
口
彦
助
が
、
関
ケ

原
合
唯
堀
尾
勢
の
中
に
見
え
る
。
樋
口
氏
・
小
杉
氏
の
他
服
部
茂
大
夫
笑
庵
五
郎
八
、
二
{
呂

久
治
郎
の
畢
が
見
え
、
伝
来
文
書
を
収
録
t
る
。
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(
噺
)
愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
蕉
美
天
神
社
所
蔵

(
瑠
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
島
根
県
。
揖
屋
村
と
も
呼
ぱ
れ
て
い
る
。

(
凶
)
同
右
。
現
在
の
東
出
雲
町
出
雲
郷
付
近
。
読
み
方
は
、
あ
だ
か
い
、
あ
た
か
い
、
あ
だ
か
え
、
と

も
読
む
が
、
現
在
は
、
あ
だ
か
や
、
と
読
ま
れ
る
。

(
部
)
天
文
十
八
年
(
一
五
四
九
)
四
月
七
日
付
本
證
寺
門
徒
連
判
状
。
『
岡
崎
市
史
』
史
料
古
代
中
世

本
璽
文
書
1
号
。
浅
井
長
三
郎
と
の
直
接
の
系
禽
係
は
、
不
明
で
あ
る
。

(
轍
)
『
幸
田
町
史
』
資
淋
1
、
釦
号
。
原
本
は
、
蚕
区
有
。
蕪
美
天
神
社
は
「
牛
頭
天
王
」
と
さ
れ
、

「
当
社
神
主
浅
井
弥
次
左
衛
門
迄
文
明
二
年
よ
り
九
代
神
谿
続
申
候
」
と
あ
る
。

冒
互
坂
村
誌
』
左
右
田
才
次
郎
編
、
国
書
刊
行
会
一
九
八
二
年
(
初
版
一
九
三
四
年
)
。
で
は

浅
井
家
が
代
々
神
主
を
勤
め
た
あ
り
、
『
幸
田
文
化
財
め
ぐ
り
』
幸
田
町
教
育
委
員
会
編
、
幸
田
町
、

一
九
八
四
年
で
は
、
永
禄
年
間
か
ら
浅
井
氏
煮
美
天
#
の
神
主
を
勤
め
た
と
記
N
れ
る
。

(
魏
)
「
出
雲
・
體
堀
尾
山
城
守
夕
市
鈴
帳
」
、
『
松
江
市
歴
史
叢
書
』

1

(
鄭
)
翻
刻
で
は
、
「
浅
野
」
と
器
さ
れ
る
が
、
弁
市
歴
史
資
欝
整
備
室
所
蔵
の
写
真
で
「
浅
井
」

と
確
認
し
た
。

(
劇
)
『
仁
多
鷲
』
岩
屋
寺
文
書
2
号
。
寺
の
由
緒
と
寺
領
の
変
遷
を
記
す
。
宛
先
の
士
肥
甫
庵
は
入

国
時
の
仁
多
郡
代
官
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
士
肥
氏
に
提
出
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(
彰
落
合
蔵
人
頭
貞
親
天
正
十
八
年
(
一
五
九
9
 
森
領
で
、
手
形
を
発
給
し
た
蓉
助
福
閃

直
親
か
。
慶
長
六
年
S
九
年
(
一
六
0
-
 
S
0
四
ま
で
仕
置
を
勤
め
る
(
「
堀
尾
古
記
」
)
。

(
聯
)
堀
尾
頼
母
介
正
秀
。
「
堀
尾
氏
{
蚕
叩
系
」
(
春
光
院
蔵
)
で
は
、
山
中
城
攻
め
で
活
躍
し
た
堀
尾
善
兵
衛
。

慶
長
五
S
六
年
の
仕
置
を
勤
め
る
(
「
堀
尾
古
記
」
)
。

(
噺
)
吉
川
左
兵
衛
尉
貞
恒
。
「
堀
尾
氏
家
譜
系
」
(
春
光
院
蔵
)
で
は
小
牧
・
長
久
手
合
戦
の
龍
泉
寺

の
戦
で
'
口
川
新
兵
衛
に
戦
功
が
あ
っ
た
と
す
る
。
越
前
府
中
領
有
時
代
に
吉
川
新
兵
衛
尉
貞
恒
が
、

文
書
を
発
ぞ
て
お
り
、
左
兵
得
と
老
え
ら
れ
る
。
n
w
N
什
へ
松
で
寄
進
状
を
需
す
る
。

後
に
、
若
狭
守
と
称
す
。

(
蜘
)
堀
尾
掃
部
助
宗
光
。
吉
晴
の
弟
氏
光
と
同
一
人
物
か
。
浜
松
時
代
、
北
郡
迷
州
犬
居
地
方
の

寺
社
へ
寄
進
状
を
発
給
す
る
。
「
御
地
頭
堀
尾
六
左
衛
門
尉
」
と
記
さ
れ
た
#
棟
札
が
確
認
で
き

二
俣
城
主
と
ー
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
史
書
『
創
業
録
引
証
』
(
東
京
大
学
史
料
狸
所
所
芭

で
は
、
「
二
俣
三
萬
石
ハ
帯
刀
弟
二
賜
ル
。
是
ハ
山
中
落
城
ノ
時
戦
功
ア
ル
ニ
依
テ
ナ
リ
。
但
シ
帯

刀
商
ノ
内
ナ
リ
ト
見
付
宿
ノ
者
ノ
詔
ナ
リ
。
」
と
あ
る
罫
川
辻
槌
所
収
慶
長
三
年
(
一
玉
九
七
)

徐
札
に
「
堀
尾
掃
部
」
が
見
え
る
。
掃
部
の
家
は
堀
尾
{
市
最
大
9
へ
五
0
0
石
を
有
し
、
修

理
・
掃
部
を
通
称
に
用
い
た
。

(
郡
)
清
水
寺
文
書
『
旧
島
根
畠
1
料
』
(
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
影
写
杢
東
京
大
学
史
料
狸

一
影
写
本
で
宛
争
補
訂

(
即
)
竹
矢
家
文
書
『
旧
島
根
号
鳫
1
料
』
(
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
影
写
杢

(
川
)
こ
の
、
つ
ち
、
(
3
 
出
雲
国
外
の
寄
進
状
で
取
り
上
げ
る
慶
長
六
年
卯
月
付
堀
尾
忠
氏
寄
進
状
を
除

く
と
、
『
忌
部
惣
社
大
宮
神
宮
寺
秘
事
記
』
所
収
の
寄
秩
は
堀
尾
氏
家
臣
の
吉
川
貞
恒
に
ょ
る

も
の
で
軍
曇
是
干
六
社
文
書
』
の
広
江
家
文
書
の
編
獅
)
、
論
轡
の
「
堀
尾
家
安
堵
状
」

の
発
給
者
は
、
不
明
で
あ
る
。

(
呪
)
本
里
で
は
神
宮
文
庫
に
稿
本
を
所
蔵
す
る
東
京
大
学
史
料
狸
所
影
写
本
を
使
用
し
た
。

(
鵬
)
『
三
重
旧
尖
』
資
淋
2
の
史
井
題
に
ょ
る
七
劣
外
宮
の
御
師
吉
沢
主
水
家
の
伝
来
文
書
。
『
輯

ニ
ニ
点
の
文
書
が
収
録
さ
れ
た
が
、
現
存
t
る
文
書
は
、
九
点
で
あ
る
。
現
在
は
、

に
は
、

轟
』

一
巻
に
馨
し
て
あ
る
。

(
幽
)
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
島
根
県
現
在
の
出
雲
市
馬
木
町
付
近
。
馬
来
と
も
書
き
神
門
川
中

深
左
岸
に
位
置
t
る
。
神
門
川
が
、
出
釜
野
に
入
る
位
置
に
所
在
す
る
。
戸
重
畠
』
資
料

編
2
吉
沢
文
書
3
号
で
は
、
二
県
村
」
と
副
刻
さ
れ
る
が
、
馬
来
村
と
思
わ
れ
る
、
△
後
原
本

と
の
照
合
を
行
い
た
い
。

輪
)
『
寛
政
重
修
諸
蚕
叩
』
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飴
)
注
(
彰

(
断
)
慶
長
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
の
寄
進
状
の
内
ゞ
お
笈
六
年
卯
月
付
堀
尾
忠
氏
寄
秩
以
外

の
文
書
は
、
全
て
出
雲
国
内
の
寺
社
宛
で
あ
り
、
発
曾
も
『
出
響
宇
六
社
文
書
』
の
広
江
家

文
書
を
除
さ
堀
尾
氏
の
家
臣
に
ょ
り
希
さ
れ
て
い
る
。

(
瑚
)
「
堀
尾
家
稔
」
に
見
え
る
他
の
出
雲
・
膿
国
外
寺
社
に
対
し
て
、
忠
氏
の
需
沃
が
発
§

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
瑚
)
「
第
四
章
近
世
第
三
節
藩
政
の
開
始
と
大
社
地
域
一
堀
尾
氏
・
京
琵
・
松
平
氏
の
入

部
と
大
社
地
域
」
、
山
崎
裕
二
執
筆
、
『
大
社
町
史
』
署
、
大
社
町
史
編
袈
員
会
編
、
単
=
市

二
0
0
八
年

(
郡
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
影
写
本

(
轍
)
『
仁
多
鷲
』
覚
融
寺
文
書
3
号

<
平
成
器
年
1
村
S
3
阿
に
滋
賀
県
と
鈴
旨
に
お
い
て
市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
が
、
平
成
れ

年
口
月
ま
で
の
市
町
村
名
で
本
論
文
は
張
し
た
>

史
儲
査
の
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
各
所
蔵
機
関

蘇
美
天
神
社
宮
司
浅
井
俊
一
氏
財
団
法
人
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
、

神
宮
文
庫
国
立
公
文
書
館
国
立
国
会
図
書
館
、
島
根
県
立
図
書
館
、
島
根
大
学
附
属
図

書
館
東
京
大
学
史
料
麺
暴
所
松
江
市
文
化
財
課
・
松
江
市
歴
史
資
料
館
整
備
室

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
松
江
市
歴
史
資
料
館
整
備
室
の
西
島
太
郎
氏
に
御
指
導

助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
史
獄
啓
つ
い
て
同
室
の
新
庄
正
典
氏
か
ら
御
助
言
を

賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(
ふ
く
い
ま
さ
ゆ
き
) 御
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